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１ 適用 
 

 
 

【解説】 

本要領は、表 1-1 に示す基準及び特記仕様書に規定する工事完成図書及び成果品

を電子的手段によって発注者に引き渡す電子成果品の電子データの形式の標準を定

めている。 

本要領は基本的に、国土交通省「工事完成図書の電子納品等要領（案）機械設備

工事編 平成２４年１２月」を準用しており、電子納品支援ソフト等においても、

国土交通省対応版のもので作成することが可能である。また、一部大阪府が独自に

仕様変更したものがあり、その主な変更項目は、表 1-2 のとおりである。 

 

表 1-1 

NO. 名 称 備考 

1 機械・電気設備請負工事必携  

     各工事において適用されている規程と、本要領の規定との間に差異がある場合は、

監督職員の指示に従う。 

 

 

表 1-2 大阪府と国土交通省の差異 

項  目 
内  容 

国土交通省 大阪府 

ＣＡＤデータファイルの

フォーマット 
原則として SXF（P21） 原則として SXF（sfc） 

オリジナルファイルの形

式 
監督職員と協議 

原則、以下形式による 

word、excel、powerpoint、画

像ファイル（JPEG、TIFF）、

HTML（情報共有を行った場

合） 

電子媒体の表記規則 
電子媒体及びケースへの表記内容については、大阪府の 

発注内容合わせて名称変更。著名欄の追加 

「大阪府都市整備部電子納品要領(案)[設備工事編]」(以下、「本要領」という)は、大阪

府都市整備部が平成２８年度以降に発注する設備工事における工事完成図書を、電子的手

段によって発注者に引き渡す書類（以下、「電子成果品」という）の電子データの形式の

標準を定めたものである。 

本要領と併せて国土交通省が策定した電子納品に関する基準等に基づくものとする。 
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２ 用語の定義 
 

本要領に使用する用語は機械・電気設備工事共通仕様書のとおりとし、それ以外の用

語は次に定 めるところとする。 
 

・納品とは、受注者が監督職員に工事完成時に成果品を納めることをいう。 

・電子成果品とは、電子的手段によって発注者に納品する成果品となる電子デー タを

いう。 

・電子納品とは、電子成果品を納品することをいう。 

・発注図とは、入札に際して発注者が示した設計図、発注者から変更または追加され

た設計図等をいう。ただし、詳細設計 を含む工事においては契約図書及び監督職員

の指示に従って作成したものを発注図とすることができる。 

・施工図とは、設計図書を踏まえて作成される図面のうち、当該設備の維持、修繕、

改修、更新等のために必要なすべての部材の位置・組合せ、機器・部品等 の形状、

配管・配線等個々の機材、施工方法に基づき、現地条件に対応した設 備、機器の構

造、接続・支持方法、納まり、制御システム等の詳細及び電子計 算機で検討した経

緯等を示す図面として作成されたもののうち、当該設備に限 り使用権を発注者に移

譲したものをいう。 

・施工図面とは、施工図の中で、CAD 図面で作図されたものをいう。 

・完成図とは、出来形測量の結果及び設計図書に従って作成した図面をいう。なお、

完成図の電子データは、国土交通省の「CAD 製図基準（案）」の規定に基づき作成

するものとする。 

・完成図書とは、工事完成時に提出する実施仕様書、計算書、施工図、機器図、施工

管理記録書、購入品等機器一覧表及び取扱説明書等をいう。これらの書類は上記と

同じ名前の各々のフォルダに電子納品される。また、それらの書類の詳細は以下の

とおりとする。 

 

B 実施仕様書   ：設計図書に基づき受注者が仕様を明確にするために作成する書面

をいう。 

B 計算書      ：設計図書に基づき、受注者が作成する詳細図にかかわる、強度、

機能、数量の計算書をいう。 

B 施工図      ：設計図書を踏まえて作成される図面のうち、当該設備の維持、修

繕、改修、更新等のために必要なすべての部材の位置・組合せ、

機器・部品等の形状、配管・配線等個々の機材、施工方法に基づ

き、現地条件に対応した設備、機器の構造、接続・支持方法、納

まり、制御システム等の詳細及び電子計算機で検討した経緯等を

示す図面をいう。 

B 機器図     ：受注者が製作・購入する機器図をいう。 

B 施工管理記録書    ：品質管理（試験成績書等）、出来形管理、工程管理に関したもの

をいう。 

B 取扱説明書                   ：設備全体及び機器単体の取扱説明書、及びサービス体制表をいう。 
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・ 施工計画書とは、工事着手前に受注者から提出される工事目的物を完成させるため

に必要な手順や工法等について記載した文書及びそれの添付資料（文書、 図面、写

真）をいう。 

・ 打合せ簿とは、共通仕様書に示す書面に該当し、施工中に受発注者間で手書き、 印

刷物等や情報共有システムを利用して電子的に授受される伝達物をいう。 

・指示とは、契約図書の定めに基づき、監督職員が受注者に対し､工事の施工上必要

な事項について書面をもって示し、実施させることをいう。 

・承諾とは、契約図書で明示した事項について、発注者若しくは監督職員または受注

者が書面により同意することをいう。 

・協議とは、書面により契約図書の協議事項について､発注者または監督職員と受注

者が対等の立場で合議し、結論を得ることをいう。 

・提出とは、監督職員が受注者に対し、または受注者が監督職員に対し工事に係わる

書面またはその他の資料を説明し、差し出すことをいう。 

・提示とは、監督職員が受注者に対し、または受注者が監督職員に対し工事に係わる

書面またはその他の資料を示し、説明することをいう。 

・報告とは、受注者が監督職員に対し、工事の状況または結果について書面をもって

知らせることをいう。 

・通知とは、発注者または監督職員と受注者または現場代理人の間で、監督職員が受

注者に対し、または受注者が監督職員に対し、工事の施工に関する事項について、

書面をもって知らせることをいう。 

・ 工事写真とは、工事着手前及び工事完成、また、施工管理の手段として、各工事の

施工段階及び工事完成後に目視できない箇所の施工状況、出来形寸法、品 質管理状

況、工事中の災害写真等を「写真管理基準」により撮影したものをいう。なお、工

事写真の電子データは国土交通省の「デジタル写真管理情報基準」に基づき作成す

る。 

・ 出来形管理資料とは、測定結果総括表、測定結果一覧表、出来形管理図表、出来形

管理図、出来形管理表、度数表等をいう。 

・ 品質管理資料とは、品質管理表、測定結果総括表、測定結果一覧表、品質管理図、

度数表等をいう。 

・ 工事帳票とは、施工計画書、打合せ簿、品質管理資料、出来形管理資料等の定型様

式の資料、及び打合せ簿等に添付して提出される非定型の資料をいう。 

・ 工事書類とは、工事写真および工事帳票をいう。 

・ 工事完成図とは、出来形測量の結果及び設計図書に従って作成した図面をいう。な

お、工事完成図の電子データは、国土交通省の「CAD 製図基準(案)」の規定に基づき

作成する。 



4 

 

３  フォルダ構成 

 

電子成果品は、次に示すフォルダ構成とする。ルート直下に「DRAWINGF」、

「REGISTER」、「OTHRS」、「BORING」、「K_BOOK」のフォルダ及び工事管理ファイルを

置く。各管理ファイルを規定する DTD 及び XML ファイルも該当フォルダに格納する。XSL

ファイルの格納は、任意とする。 

「REGISTER」、「OTHRS」フォルダの下に「ORGnnn」オリジナルファイルフォルダを置く。

格納する電子データファイルがないフォルダは作成しなくてもよい。 

 

工事帳票を出力する場合は、次に示すフォルダ構成とする。ルート直下に「MEET」、

「PLAN」のフォルダ及び工事管理ファイルを置く。各管理ファイルを規定する DTD 及び

XML ファイルも該当フォルダに格納する。XSL ファイルの格納は任意とする。 

「PLAN」、「MEET」フォルダの下に「ORG」オリジナルファイルフォルダを置く。格納す

る電子データファイルがないフォルダは作成しなくてもよい。 

 

デジタルカメラで撮影した工事写真を提出する場合は、次に示すフォルダ構成とする。 

ルート直下に「PHOTO」フォルダ及び工事管理ファイルを置く。写真管理ファイルを規定

する DTD 及び XML ファイルも該当フォルダに格納する。XSL ファイルの格納は任意とする。

「PHOTO」フォルダには、工事写真の電子データファイルを「デジタル写真管理情報基準」

に従い格納する。 

 

各フォルダ及びオリジナルファイルフォルダに格納するファイルは、次の通りとする。 

・「DRAWINGF」フォルダには、施工図面、完成図の電子データファイルを国土交通省の

「CAD 製図基準(案)」に従い格納する。 

・「REGISTER」フォルダは、台帳管理ファイルと施設台帳ファイル、機器台帳ファイル、

その他管理台帳管理ファイル（施設台帳ファイルや機器台帳ファイル以外の台帳ファ

イル）を格納するものである。大阪府では建設ＣＡＬＳシステムで台帳管理を行って

いるため本フォルダは使用せず、別途、ルート直下に「台帳」フォルダを作成し、付

属資料 6に示す方法で台帳登録用のファイル作成を行い、台帳フォルダに格納する。 

・「OTHRS」フォルダは、その他、工事に関する電子成果品を格納する場合に作成する

ことができ、作成する際は、その他管理ファイルを格納する。DTD 及び XML ファイル

もこのフォルダに格納する。XSL ファイルの格納は任意とする。「ORGnnn」オリジナ

ルファイルフォルダは監督職員の承諾を得て複数作成することができ、各工事の特性

に応じたデータ等を格納する。「ORGnnn」オリジナルファイルフォルダの「nnn」は

数字を示しており、連番とする。ただし、発注者の指示及び、参照する各種要領等に

より指定されている場合は連番としなくてもよい。 

・「BORING」フォルダには、地質・土質調査の電子データファイルを国土交通省の「地

質・土質調査成果電子納品要領(案)」に従い格納する。 

・「 K_BOOK 」フォルダには、「 B_SPC 」、「 B_CHECK 」、「 B_INST 」 

「B_DEVICE」、「B_EXAM」、「B_MANUAL」サブフォルダを置く。 

「K_BOOK」フォルダでは、管理ファイルをそれぞれのサブフォルダに置く。DTD 及び

XML ファイルはそれぞれのサブフォルダに格納する。XSL ファイルの格納は任意とす

る。 

・「B_SPC」サブフォルダには実施仕様書管理ファイルと実施仕様書ファイルを格納する。 

・「B_CHECK」サブフォルダには計算書管理ファイルと計算書ファイル、検討書ファイ

ル、数量表ファイル（必要時）を格納する。 

・「B_INST」サブフォルダには施工図管理ファイルと施工図ファイルを格納する。 

・「B_DEVICE」サブフォルダには機器図管理ファイルと機器図ファイルを格納する。 

・「B_EXAM」サブフォルダには施工管理記録書管理ファイルと品質ファイル（試験成績

書等）、出来形ファイル、工程ファイル等を格納する。 
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・「B_MANUAL」サブフォルダには取扱説明書管理ファイルと取扱説明書ファイル、サー

ビス体制ファイルを格納する。 

・「MEET」フォルダには、打合せ簿管理ファイルを格納する。DTD 及び XML ファイルも

このフォルダに格納する。XSL ファイルの格納は任意とする。 

「ORG」オリジナルファイルフォルダには、打合せ簿オリジナルファイル、 打合せ簿

（鑑）に添付した工事書類のオリジナルファイルを格納する。 

・「PLAN」フォルダには、施工計画書管理ファイルを格納する。DTD 及び XML ファイル

もこのフォルダに格納する。XSL ファイルの格納は任意とする。 

「ORG」オリジナルファイルフォルダには、施工計画書オリジナルファイルを格納す

る。 

 

フォルダ作成上の留意事項は次の通りとする。 

・フォルダ名称は、半角英数大文字とする。 

・「REGISTER」及び「OTHRS」フォルダ以外の各フォルダは、「ORG」オリジナルファイ

ルフォルダ内に対象ファイルを格納し、「ORG」オリジナルファイルフォルダの中で

階層分けは行わない。 

・次ページの図 3-1 に示すフォルダ構成は例示であり、表示の順番はこれによるもので

はない。 
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【解説】 

（１）DRAWINGF フォルダ（施工図面・完成図フォルダ） 

当該設備に限り使用権を発注者に移譲した施工図面の電子データファイル

を「CAD 製図基準（案）」に従い格納する。 

 
（２）OTHRS フォルダ（その他フォルダ） 

・「OTHRS」フォルダを作成する際は、その他管理ファイルを格納する。

「ORGnnn」オリジナルファイルフォルダは、複数作成することができる。 

・「OTHRS」フォルダの、「ORGnnn」オリジナルファイルフォルダ内には

任意でフォルダを作成することができるが、階層は、「7-1 電子成果品」に

おいて使用を原則とする CD-R の論理フォーマットの制約からルートから数

えて最大 8 階層までとなることに注意する。 

・オリジナルファイルとは、「CAD、ワープロ、表計算ソフト等で作成した電

子データ」を指す。なお、PDF ファイル等を含む。 

・各要領に記載されていないフォルダについては作成しない。 

・本要領や他の要領はホームページ等で確認し最新のものを入手すること。ま

た、正誤表等についても、確認すること。 

 

（３）K_BOOK フォルダ（完成図書フォルダ） 

「K_BOOK」フォルダの各サブフォルダには、PDF 形式でファイルを格納する。なお、

各サブフォルダに格納する図面・書類等の範囲は付属資料３を参照のこと。 

 
※ ルート 

ルートとは階層型ファイル構造における最上階層のディレクトリやフォルダのことをいう。 

 

※ XML eXtensible Markup Language(拡張型構造化記述言語)  

ユーザが任意でデータ(タグ)の要素・属性や論理構造を定義できる記述言語(メタ言語)であり、 

1998 年 2 月に W3C(WWW コンソーシアム)おいて策定された。 

 

※ DTD Document Type Definitions(文書型定義) 

XML 文書では、ユーザが任意でデータ(タグ)の要素・属性や文書構造を定義したものを DTD(文 

書型定義)という。文書に含まれるデータの要素名や属性や構造を表現する。 

 

※ XSL eXtensible Style Language 

XML 文書の書式(体裁)を指定するスタイルシートを提供する仕様であり、「標準仕様書  

TSX088:2006 拡張可能なスタイルシート(XSL)1.1」、「JIS X 4169:2007 XSL 交換(XSLT)1.0」 

の規格がある。
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４ 成果品の管理項目 

4-1 工事管理項目 

電子成果品に格納する工事管理ファイル（INDEX_MC.XML）に記入する工事管理項目は、下表に示

す通りである。 

表 4-1 工事管理項目（1/4） 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

基 

礎 

情 

報 

メディア番号 
提出した電子媒体の通し番号を記入する。単一の 

電子媒体であれば 1 となる。 半角数字 8 □ ◎ 

メディア総枚数 提出した電子媒体の総枚数を記入する。 半角数字 8 □ ◎ 

 

 
適用要領基準 

電子成果品の作成で適用した要領・基準の版 (「設

備   201604-01」で固定)を記入する。 

(分野：設備、西暦年：2016、月：04、版：01) 

※但し、電子納品作成ソフトにより修正不可の場合  

は国の要領（機械 201212-01）でも可。 

全角文字 

半角英数字 
30 ▲ ◎ 

施工図面・完成図フォル

ダ名 

施工図面 ・ 完成図を格納するために

「DRAWINGF」フォルダを作成した場合はフォルダ 

名称（DRAWINGF で固定）を記入する。 
半角英数大文字 8 固定 ▲ ○ 

 
 

台帳フォルダ名 

 

施設台帳ファイル、機器台帳ファイルやその他の

台帳管理ファイルを格納するためのフォルダ名称 

「REGISTER」フォルダを作成した場合はフォルダ 

名称（REGISTER で固定）を記入する。 

半角英数大文字 8 固定 ▲ 不要

台
帳
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル 

フ
ォ
ル
ダ
情
報
※ 

台帳オリジナルフ

ァイルフォルダ名

台帳オリジナルファイルを格納するフォルダ名称 

（REGISTER/ORG001～nnn）を記入する(nnn は

連番を示す)。台帳オリジナルファイルフォルダが 

ある場合は必ず記入する。 

半角英数大文字 15 固定 ▲ 不要

台 帳 オリジナルフ

ァイルフォルダ日

本語名 

台帳オリジナルファイルを格納するフォルダの日本

語名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 ▲ 不要

 

地質データフォルダ名 
地質データを格納するために「BORING」フォルダ 

作成した場合はフォルダ名称（BORING で固定）を 

記入する。 
半角英数大文字 6 固定 ▲ ○ 

 

その他フォルダ名 
その他資料を格納するために「OTHRS」フォルダ

を作成した場合はフォルダ名称（OTHRS で固定） 

を記入する。 
半角英数大文字 5 固定 ▲ ○ 

そ
の
他
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァイ
ル

フ
ォ
ル
ダ
情
報
※ 

その他オリジナル

ファイルフォルダ

名 

その他オリジナルファイルを格納するフォルダ名称
（OTHRS/ORG001～nnn）を記入する(nnn は連番

を示す)。その他オリジナルフォルダがある場合は 

必ず記入する。 

半角英数大文字 12 固定 ▲ ◎ 

その他オリジナル

ファイルフォルダ

日本語名 

その他オリジナルファイルを格納するフォルダの日

本語名称を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 ▲ ◎ 

完成図書フォルダ名 

完成図書を格納するために「K_BOOK」フォルダを 

作成した場合はフォルダ名称（K_BOOK で固定）を 

記入する。 
半角英数大文字 6 固定 ▲ ○ 

B 実施仕様書フォルダ

名 

B 実施仕様書管理ファイルと実施仕様書ファイル 

を格納するフォルダ名称（K_BOOK/B_SPC で固 

定）を記入する。 
半角英数大文字 12 固定 ▲ ○ 

B  計算書フォルダ名 

B 計算書管理ファイルと計算書・検討書・数量表フ

ァイル を格納するフォルダ名(K_BOOK/B_CHECK 

で固定)を記入する。

半角英数大文字 14 固定 ▲ ○ 

B  施工図フォルダ名 

B 施工図管理ファイルと施工図ファイルを格納する 

フォルダ名称（K_BOOK/B_INST で固定）を記入す 

る。 
半角英数大文字 13 固定 ▲ ○ 
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分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

基 

礎 

情 

報 

B  機器図フォルダ名 
B  機器図管理ファイルと機器図ファイルを格納するフォ
ルダ名称(K_BOOK/B_DEVICE で固定)を記入する。 半角英数大文字 15 固定 ▲ ○ 

B  施工管理記録書フォ

ルダ名 

B  施工管理記録書管理ファイルと施工管理記録書ファ
イルを格納するフォルダ名称（K_BOOK/B_EXAM で固

定）を記入する。 
半角英数大文字 13 固定 ▲ ○ 

B  取扱説明書フォルダ

名 

B  取扱説明書管理ファイルと取扱説明書・サービス体
体制ファイルを格納するフォルダ名称
（K_BOOK/B_MANUAL で固定）を記入する。 

半角英数大文字 15 固定 ▲ ○ 

写真フォルダ名 
写真を格納するために「PHOTO」フォルダを作成した場

合はフォルダ名称(PHOTO で固定)を記入する。 半角英数大文字 5 固定 ▲ ○ 

施工計画書フォルダ名 
施工計画書を格納するために「PLAN」フォルダを作成

した場合はフォルダ名称(PLAN で固定)を記入する。 半角英数大文字 4 固定 ▲ ○ 

施工計画書オリジナル 

ファイルフォルダ名 

施工計画書オリジナルファイルを格納するフォルダ名 

称（PLAN/ORG で固定）を記入する。 半角英数大文字 8 固定 ▲ ○ 

打合せ簿フォルダ名 
打合せ簿を格納するために「MEET」フォルダを作成し

た場合はフォルダ名称(MEET で固定)を記入する。 半角英数大文字 4 固定 ▲ ○ 

打合せ簿オリジナルフ 

ァイルフォルダ名 

打合せ簿オリジナルファイルを格納するフォルダ名称

（MEET/ORG で固定）を記入する。 
半角英数大文字 8 固定 ▲ ○ 

工 
事 

件 

名 

等 

発注年度 工事の発注年度を西暦 4 桁で記入する。 半角数字 4 固定 □ ◎ 

工事番号 設計図書等にある契約番号 12 桁を記入する。 半角英数字 127 □ ◎ 

工事名称 
契約図書に記載されている正式の工事名称を記入す 

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

施工金額 CORINS の「請負金額」に従って記入する。 半角数字 16 ■ ◎ 

工事実績システム登録

番号 

CORINS センターが発行する受領書に記載される番号
を記入する。CORINS 登録番号がない工事は「0」を記 

入する。 
半角英数字 11 ■ ◎ 

工事分野 CORINS の「工事の分野」に従って記入する。 
全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工事業種 CORINS の「工事の業種」に従って記入する。 
全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

工
種
・ 

工
法
型
式
※

工種 
CORINS の「工種、工法・型式」の「工種」を記入する。

（複数記入可） 
全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

工法型式 
CORINS の「工種、工法・型式」の「工法・型式」を記入 

する。（複数記入可） 
全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

住
所
情
報
※ 

住所コード 

CORINS のコード表に表示される住所コード(27102～
27385)の数字(5 桁)を記入する。該当がない場合は
「99999」とする。（複数記入可） 

半角数字 5 □ ◎ 

住所 「大阪府」を記入後、設計図書等にある「工事場所」を記

入する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

工期開始日 

工期の開始日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入 

する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加して、必

ず 10 桁で記入する。（CCYY：西暦の年数、MM：月、

DD：日）  例)平成 22 年 4 月 1 日  → 2010-04-01 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINUS) 
10 ■ ◎ 

工期終了日 

工期の終了日の年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入 

する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加して、必
ず 10 桁で記入する。（CCYY：西暦の年数、MM：月、

DD：日）  例)平成 22 年 12 月 3 日  → 2010-12-03 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINUS) 
10 ■ ◎ 

工事内容 設計図書等にある設計大要を記入。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 
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分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

場 

所 

情 

報 

測地系 

日本測地系、世界測地系(日本測地系 2000)の区分

コードを記入する。日本測地系は「00」、世界測地系

(日本測地系 2000)は「01」を記入する。 
半角数字 2 固定 □ ○ 

水
系-

路
線
情
報
※ 

対象水系路線名 

CORINS の路線・水系名等に従って記入する。複数 

の水系・路線にまたがる工事の場合、関連する水系・

路線名を記入する。当該情報が複数ある場合の記入

方法は付属資料 4 を参照のこと。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ○ 

現道-旧道区分 
「現道：1」、「旧道：2」、「新道：3」、「未調査：0」のい

ずれかを記入する。 半角数字 1 固定 □ ○ 

対象河川コード 
「河川コード仕様書」に準拠し発注者が指示する河 

川コードを記入する。（複数記入可） 半角数字 10 固定 □ ○ 

左右岸上下線コード 

河川の左岸・右岸の別または道路の上下線の別を
示す左右岸上下線コードを記入する。（複数記入 

可） 
半角数字 2 固定 □ ○ 

測
点
情
報
※ 

起点側測点-n 
(自)n＋m 

n を 4 桁で記入する。 
半角数字 4 固定 □ ○ 

起点側測点-m 
(自)n＋m 

m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側測点-n 
(至)n＋m 

n を 4 桁で記入する。 
半角数字 4 固定 □ ○ 

終点側測点-m 
(至)n＋m 

m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

距
離
標
情
報
※ 

起点側距離標-n 
(自)n＋m 

n を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

起点側距離標-m 
(自)n＋m 

m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-n 
(至)n＋m 

n を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

終点側距離標-m 
(至)n＋m 

m を 3 桁で記入する。 
半角数字 3 固定 □ ○ 

境 

界 

座 

標 

情 

報 

西側境界座標経度 

対象領域の最西端の外側境界の経度を記入する。

度(4 桁)  分(2 桁)  秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は頭文字に「-」 

(HYPHEN-MINUS) を含み 4 桁を記入する。該当が 

ない場合は「99999999」とする。 

 
半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 
8 □ ○ 

東側境界座標経度 

対象領域の最東端の外側境界の経度を記入する。

度(4 桁)  分(2 桁)  秒(2 桁) 

対象領域が西経の場合は頭文字に「-」 

(HYPHEN-MINUS)を含み 4 桁を記入する。 該当がな

い場合は「99999999」とする。 

 
半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 
8 □ ○ 

北側境界座標緯度 

対象領域の最北端の外側境界の緯度を記入する。

度(4 桁)  分(2 桁)  秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は頭文字に「-」 

(HYPHEN-MINUS) を含み 4 桁を記入する。 該当が

ない場合は「99999999」とする。 

 
半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 
8 □ ○ 

南側境界座標緯度 

対象領域の最南端の外側境界の緯度を記入する。

度(4 桁)  分(2 桁)  秒(2 桁) 

対象領域が南緯の場合は頭文字に「-」 

(HYPHEN-MINUS) を含み 4 桁を記入する。 該当が

ない場合は「99999999」とする。 

 
半角数字 

- 

(HYPHEN-MINUS) 
8 □ ○ 
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表 4-1 工事管理項目（4/4）
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角英数字  

２文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】 ■：CORINS から出力される XML ファイル（CORINS 提出用ディスクのファイルフォー
マット）から取り込むことが可能な項目。 

□：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。 

    ※複数ある場合には、この項を必要回数繰り返す。 

 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

発
注
者
情
報 

発注者-大分類 「大阪府」と記入する。 
全角文字 

半角英数字 
16 ■ ◎ 

発注者-中分類 
CORINS の「発注機関名・小分類」より該当する名称を

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
32 ■ ◎ 

発注者-小分類 
CORINS の「発注機関名・細分類」より該当する名称
を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
30 ■ ◎ 

発注者コード 327XXXXX(CORINS のコード 8 桁)を記入する。 半角英数字 8 固定 ■ ◎ 

受
注
者
情
報 

受注者名 
受注者の正式名称を記入する。ＪＶの場合には、ＪＶ 

の正式名称及び代表会社名を続けて記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 ■ ◎ 

受注者コード 
大阪府電子調達(電子入札)システムで使用するコード
を記入する。 

半角数字 127 □ ○ 

予備 特記事項がある場合に記入する。（複数記入可） 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカーが管理のために使用する。（複

数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

（１）基礎事項 

・工事管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用して 

いくための属性項目である。 

・工事管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2 使用文字｣に従う。 

・付属資料 １に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を 

示す。 

・CORINS(コリンズ：COnstruction Records Information Service)は、「工事実 

績と技術者のデータベース」であり、公共工事の一般競争入札方式等の入札・ 

契約手続きを支援する。 

 

（２）場所に関わる情報の記入（詳細は付属資料４参照） 

1）｢住所コード｣ 

住所コードは工事対象地域が位置する都道府県または市区町村を表し、

CORINS の施工場所コード表を参考に記入する。工事対象地域が複数の市区

町村にまたがる場合は、該当する市区町村コードを全て記入する（複数記入可）。 

工事対象地域の境界が判定し難い場合は、わかる範囲で記入する。また工事対象

地域の範囲により、市区町村コード・都道府県コードを選択して記入する。特定の

地域に該当しない工事については、「99999」(対象地域なし)を記入する。 

住所コードを都道府県レベルで表す場合は、全 5 桁の住所コードのうち市区町村

コード部（下 3 桁）を「000」として記入する。 

27000 

（例） 大阪府全域を表す住所コード： 
 

都道府県コード 

 

2）｢住所｣ 

住所は設計図書等に明示されている住所、地名（○○事務所管内、○○川流域など）

を含め、当該地域の住所を記入する（複数記入可）。文字コードは全角文字・半角

英数字を標準とし、全角英数字は用いない。また、原則として住所に俗称は用いな

い。 

 

3）場所情報 

     場所情報については、特定の場所・地域によらない工事を除き「境界座標」を必

ず記入する。水系・路線により場所が示される工事おいては｢測点｣または｢距離標｣の

いずれかを記入することができる。また、「測点」及び「距離標」は「対象水系路線

名」、「対象河川コード」(いずれも複数記入可)の件数に対応して複数記入すること

ができる。 

市区町村コード 
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（Ａ）測点 

    工事対象となる起点側測点及び終点側測点を測点番号（n）及び測点からの距離

（m）の組み合わせで記入する（複数記入可）｡ 

 

（Ｂ）対象水系路線名 

対象水系路線名は対象水系路線名の情報がある場合に記入する。 

 

（Ｃ）現道-旧道区分 

現道-旧道区分は、「道路管理関係デジタル道路地図データベース標準第 3.0 

版 平成 15 年 4 月 財団法人 日本デジタル道路地図協会」に準拠し、「現道：1」、

「旧道：2」、「新道：3」、「未調査：0」のいずれかを記入する。 

 

（Ｄ）対象河川コード 

対象河川コードは「河川コード仕様書 国土交通省河川局」に準拠し発注者が

指示する河川コードを記入する（複数記入可）。なお、河川コードを記入する場

合は左右岸コードを併せて記入する。 

 

（Ｅ）左右岸上下線コード 

    場所情報として距離標を記入する場合は、河川の左岸・右岸等の別又は道路の

上下線の別を示す左右岸上下線コードを記入する。 

（河川）00：不明、01：左岸、02：右岸、03：中州、99：その他 

   （道路）00：不明、10：上り線、20：下り線、03 上下線共通、99：その他 

＊左右岸コードは「河川基盤地図ガイドライン(案)第 2.1 版 平成 13 年 12 月 

国土交通省河川局河川計画課」に準拠している。 

＊上下線コードは「道路管理関係デジタル道路地図データベース標準 第 3.0 

版 平成 15 年 4 月 財団法人 日本デジタル道路地図協会」に基づき左右岸コ

ードとのコードの重複を避けるため「0」を付加して桁上げしている。 

＊「99：その他」は水部・河川敷部外、車道部外等の場合に適用する。 

 

（Ｆ）距離標 

工事対象となる起点側距離標及び終点側距離標について、起点側からの距離

「○○○km」「△△△m」を各々「距離標-n」及び「距離標-m」として記入する

（複数記入可）。 
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（Ｇ）境界座標 

｢境界座標｣は世界測地系（日本測地系 2000）に準拠する。その範囲は対象範囲

を囲む矩形の領域を示し、西側及び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々、

度（3 桁）分（2 桁）秒（2 桁）で表される７桁の数値を記入する｡特定の地域に

該当しない工事については、「99999999」（対象地域なし）を各項目に記入す

る。｢境界座標｣は「対象領域の外側」を記入する。なお、対象領域が南緯及び

西経の場合は頭文字に「－」(HYPHEN-MINUS)を記入する。 
 

 

 
<境界座標の取得精度について> 

  成果品の「工事管理ファイル」の管理項目に記入する境界座標の精度は、工事範

囲にもよるが 100m 程度を目安とする（ちなみに、経緯度の 1秒は地上距離で約 30m 

に相当する）。なお、工事範囲が大きくなれば一般に精度も粗くなるが、可能な範囲

の精度で取得することが望ましい。

図 4-1 境界座標が示す範囲

北側境界緯度 
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4-2 台帳管理項目 
 
 
    本項目は使用しないため、台帳管理ファイル（RESIST_M.XML）に記入する管理項目

については記載しない。
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電子成果品に格納するその他管理ファイル(OTHRS.XML)に記入する管理項目は、 

下表に示す通りである。 

表 4-3 その他資料管理項目 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、 

半角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

4-3 その他管理項目 
 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

サ
ブ
フ
ォ
ル
ダ
情
報  

※ 

その他サブフォルダ名 
作 成 し た そ の 他 サ ブ フ ォ ルダ名 

(ORG001～nnn)を記入する。 
半角英数大文字 6 ▲ ◎ 

その他サブフォルダ日本語名 
格納している資料の内容がわかるよう 

にフォルダの日本語名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

そ
の
他
資
料
情
報 

※ 

資料名 
その他サブフォルダ名に格納している

資料名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報
※ 

シリアル番号 

シリアル番号は 1 より開始する。提出時 

の電子媒体を通して、一連のまとまった 

資料についてユニークであれば、中抜 

けしても良い。2 番目を、“00002”の様 

に 0 を付けて表現してはいけない。 

半角数字 5 □ 

■

◎

オリジナルファイ 

ル名 

その他資料のオリジナルファイル名を 

拡張子を含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎

オリジナルファイ 

ル日本語名 

オリジナルファイルに関する日本語名 

を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △

オリジナルファイ 

ル作成ソフトバー 

ジョン情報 

格納したオリジナルファイルを作成した

ソフトウェア名とバージョン情報を記入

する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎

オリジナルファイ 

ル内容 

オリジナルファイルの内容、もしくはそ

の他資料のオリジナルファイルに記載さ 

れている内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で特記すべき事項がある場合

記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 

発注者側で特記すべき事項がある場

合(発注者から指示を受けた場合)は記

入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者
で協議した結果、紙で納品する添付資
料がある場合は資料名を記入する。 
説明文以外で特記すべき事項があれば
記入する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用 

する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

・その他管理項目は、ルート直下のその他フォルダに格納する電子データファイルを検索、 

参照、再利用していくための属性項目である。 

・その他管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2 使用文字｣に従う。付属資料１に管理フ 

ァイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を示す。 

・その他管理ファイルにおいて ORG サブフォルダ内のファイルを管理する場合は、ORG 

サブフォルダの直下にオリジナルファイルを格納する。ORG サブフォルダ内にフォルダ 

を作成することは可能であるが、その際、その他管理ファイルでは、作成したフォルダ 

およびフォルダ内に格納されているファイルの管理は行わない(ORG サブフォルダレベル 

での管理とする)。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

■：ORG サブフォルダに格納しているファイルをその他管理ファイルにおい 

て管理する際に記入する。記入の有無は、格納するデータの特性を踏まえ、

監督職員の指示に従う。 

    ※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 
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電子成果品（完成図書フォルダ）に格納する実施仕様書管理ファイル（BS.XML）に 

記入する管理項目は、下表に示す通りである。 

表 4-4 実施仕様書管理項目 
※ 
1) 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、

半角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

※1) 実施仕様書情報以下は、実施仕様書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コードは、施設コードの数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

4-4  実施仕様書管理項目（完成図書） 

 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

実 

施 

仕 

様 

書 

情 

報 

※
１ 

実施仕様書名称 実施仕様書の標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※
２ 

実施仕様書オリジナル 

ファイル名 

実施仕様書のオリジナルファイル名を拡

張子を含めて記入する。 半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

実施仕様書オリジナル 

ファイル日本語名 

実施仕様書ファイルに関する日本語名を

記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

実施仕様書オリジナル 
ファイル作成ソフト 
バージョン情報 

格納した実施仕様書オリジナルファイルを
作成したソフトウェア名とバージョン情報を 
記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内容 

オリジナルファイルの内容、もしくは実施
仕様書オリジナルファイルに記載されて
いる内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

施設コード ※３ 
施設コードの記入は任意扱いとするため、
コードが無い場合は、「Ｚ」を記入する。 

半角英数字 17 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で実施仕様書に関して特記す

べき事項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で実施仕様書に関して特記す
べき事項がある場合（発注者から指示を
受けた場合)は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で
協議した結果、紙で納品する添付資料が 

ある場合は資料名を記入する。説明文以

外で特記すべき事項があれば記入する。

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 127 ▲ △ 



20

 

 

 

【解説】 

・実施仕様書管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用 

していくための属性項目である。 

・実施仕様書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を 

示す。 
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電子成果品（完成図書フォルダ）に格納する計算書管理ファイル（BC.XML）に記入する管理
項目は、下表に示す通りである。 

表 4-5 計算書管理項目 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、 

半角英数字 2文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

※1) 計算書情報以下は、計算書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コードは、施設コードの数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

4-5 計算書管理項目（完成図書） 

 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

計 

算 

書 

情 

報 

※
１ 

計算書名称 
計算書・検討書・数量表の標題を記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※
２ 

計算書オリジナルファイ

ル名 

計算書・検討書・数量表のオリジナルファ

イル名を拡張子を含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

計算書オリジナルファイ

ル日本語名 

計算書・検討書・数量表のファイルに関す

る日本語名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

計算書オリジナルファイ 
ル作成ソフトバージョン 

情報 

格納した計算書・検討書・数量表を作成し
たソフウェア名とバージョン情報を記入す 

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内容 
オリジナルファイルの内容、もしくは計算
書オリジナルファイルに記載されている
内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

施設コード ※３ 
施設コードの記入は任意扱いとするため、

コードが無い場合は、「Ｚ」を記入する。 
半角英数字 17 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で計算書に関して特記すべき事

項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で計算書に関して特記すべき事
項がある場合（発注者から指示を受けた場
合)は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ 

 

△ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で
協議した結果、紙で納品する添付資料が 

ある場合は資料名を記入する。説明文以

外で特記すべき事項があれば記入する。

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 127 ▲ △ 
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【解説】 

・計算書管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用し 

ていくための属性項目である。 

・計算書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を  

示す。 
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電子成果品（完成図書フォルダ）に格納する施工図管理ファイル（BI.XML）に記入する管
理項目は、下表に示す通りである。 

表 4-6 施工図管理項目 

 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半 

角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

※1) 施工図情報以下は、施工図情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コードは、施設コードの数分を複数繰り返し登録する。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

4-6 施工図管理項目（完成図書） 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

 
 

 
 

施 

工 

図 

情 

報 

※
１ 

施工図名称 施工図の標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※
２ 

施工図オリジナルファイ

ル名 

施工図のオリジナルファイル名を拡張子

を含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

施工図オリジナルファイ

ル日本語名 

施工図ファイルに関する日本語名を記入 

する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

施工図オリジナルファイ
ル作 成ソ フト バ ージョ ン
情報 

格納した施工図オリジナルファイルを作
成したソフトウェア名とバージョン情報を
記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内容 
オリジナルファイルの内容、もしくは施工
図オリジナルファイルに記載されている
内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

施設コード ※３ 

施設コードの記入は任意扱いとするた

め、コードが無い場合は、「Ｚ」を記入す

る。 

半角英数字 17 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で施工図に関して特記すべき

事項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で施工図に関して特記すべき
事項がある場合（発注者から指示を受
けた場合)は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者
で協議した結果、紙で納品する添付資
料がある場合は資料名を記入する。説
明文以外で特記すべき事項があれば記
入する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェアメーカが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

・施工図管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用し

ていくための属性項目である。 

・施工図管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を 示

す。 
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 電子成果品（完成図書）に格納する機器図管理ファイル（BD.XML）に記入する管理項 

目は、下表に示す通りである。 

表 4-7 機器図管理項目 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角

英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

※1) 機器図情報以下は、機器図情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設コード及び機器コードの数分を複数繰り返し登録す

る。 

4-7 機器図管理項目（完成図書） 

 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

機 

器 

図 

情 

報 

※
１ 

機器図名称 機器図の標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※
２ 

機器図オリジナルファイ

ル名 

機器図のオリジナルファイル名を拡張子を

含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

機器図オリジナルファイ

ル日本語名 

機器図ファイルに関する日本語名を記入

する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

機器図オリジナルファイ

ル作成ソフトバージョン情

報 

格納した機器図オリジナルファイルを作成
したソフトウェア名とバージョン情報を記入 

する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内容 
オリジナルファイルの内容、もしくは機
器図オリジナルファイルに記載されて
いる内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

施設コード ※３ 
施設コードの記入は任意扱いとするため、

コードが無い場合は、「Ｚ」を記入する。 
半角英数字 17 □ ◎ 

機器コード ※３ 
機器コードの記入は任意扱いとするため、

コードが無い場合は、「ＺＺ」を記入する。 
半角英数字 14 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で機器図に関して特記すべき事

項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で機器図に関して特記すべき
事項がある場合（発注者から指示を受け
た場合）は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で
協議した結果、紙で納品する添付資料が 

ある場合は資料名を記入する。説明文以

外で特記すべき事項があれば記入する。

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェアメーカが管理のために使用す 

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

・機器図管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用していくため

の属性項目である。 

・機器図管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を示す。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 
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電子成果品（完成図書）に格納する施工管理記録書管理ファイル（BE.XML）に記入する 

管理項目は、下表に示す通りである。 

表 4-8 施工管理記録書管理項目 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半角

英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

※1) 施工管理記録書情報以下は、施工管理記録書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設コード及び機器コードの数分を複数繰り返し登録す

る。 

4-8  施工管理記録書管理項目（完成図書） 
 

 

 

 

 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

 
 

 
 

施
工
管
理
記
録
書
情
報 

※
１ 

施工管理記録書名称 
品質管理（試験成績書等）、出来形管理、

工程管理の標題を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

 
 
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※
２ 

施工管理記録書オリジナ

ルファイル名 

施工管理記録書のオリジナルファイル名 

を拡張子を含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

施工管理記録書オリジナ 

ルファイル日本語名 

施工管理記録書ファイルに関する日本語

名を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

施工管理記録書オリジナ
ルファイル作成ソフトバー
ジョン情報 

格納した施工管理記録書オリジナルフ
ァイルを作成したソフトウェア名とバー
ジョン情報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内容 
オリジナルファイルの内容、もしくは施
工管理記録書オリジナルファイルに記
載されている内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

施設コード ※３ 
施設コードの記入は任意扱いとするため、

コードが無い場合は、「Ｚ」を記入する。 
半角英数字 17 □ ◎ 

機器コード ※３ 
機器コードの記入は任意扱いとするため、

コードが無い場合は、「ＺＺ」を記入する。 
半角英数字 14 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で施工管理記録書に関して特

記すべき事項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で施工管理記録書に関して
特記すべき事項がある場合（発注者か
ら指示を受けた場合)は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で
協議した結果、紙で納品する添付資料が 

ある場合は資料名を記入する。説明文以

外で特記すべき事項があれば記入する。

（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

・施工管理記録書管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用して 

いくための属性項目である。 

・施工管理記録書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を示す。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 



29

 

 

電気成果品（完成図書フォルダ）に格納する取扱説明書管理ファイル（BM.XML）に 

記入する管理項目は、下表に示す通りである。 

表 4-9 取扱説明書管理項目 

全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半

角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

※1) 取扱説明書情報以下は、取扱説明書情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※2) ファイル情報は、ファイル情報の数分を複数繰り返し登録する。 

※3) 施設コード及び機器コードは、施設コード及び機器コードの数分を複数繰り返し登

録する。 

4-9  取扱説明書管理項目（完成図書） 
 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

取
扱
説
明
書
情
報 

※
１ 

取扱説明書名称 取扱説明書、サービス体制ファイルの標

題を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※
２ 

取扱説明書オリジナルファ 

イル名 

取扱説明書のオリジナルファイル名を拡 

張子を含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

取扱説明書オリジナルファ 

イル日本語名 

取扱説明書ファイルに関する日本語名 

を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

取扱説明書オリジナルファ 
イル作成ソフトバージョン情 

報 

格納した取扱説明書オリジナルファイル
を作成したソフトウェア名とバージョン情 

報を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内容 

オリジナルファイルの内容、もしくは取扱
説明書オリジナルファイルに記載されて 

いる内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

施設コード ※３ 

施設コードの記入は任意扱いとするた

め、コードが無い場合は、「Ｚ」を記入す

る。 

半角英数字 17 □ ◎ 

機器コード ※３ 

機器コードの記入は任意扱いとするた

め、コードが無い場合は、「ＺＺ」を記入す

る。 

半角英数字 14 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で取扱説明書に関して特記す

べき事項がある場合は記入する。 
全角文字 

半角英数字 127 □ △ 

発注者説明文 

発注者側で取扱説明書に関して特記す
べき事項がある場合(発注者から指示を 

受けた場合)は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注
者で協議した結果、紙で納品する添
付資料がある場合は資料名を記入す
る。説明文以外で特記すべき事項があ
れば記入する。（複数記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG ソフトウェアメーカが管理のために使用

する。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

・取扱説明書管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用してい 

くための属性項目である。 

・取扱説明書管理項目のデータ表現の定義は、「8-2 使用文字」に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料２に管理ファイルの XML 記入例を示す。 

 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 
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 電子成果品に格納する施工計画管理ファイル（PLAN.XML）に記入する管理項目は、 

下表に示す通りである。 

表 4-10 施工計画書管理項目 

 全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半 

角英数字 2 文字で全角文字 1 文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。原則として空欄。特記すべき事項があれば記入する。 

※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 

4-10 施工計画書管理項目 
 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

施 

工 

計 

画 

書 

情 

報 

※ 

シリアル番号 

施工計画書の通し番号を記入する。提出時
の電子媒体を通して、一連のまとまった施工
計画書について、やむを得ない理由である
場合は、中抜けしてもよい。 
12 番目を、“00012”の様に 0 を付けて表現し 

てはいけない。 

半角数字 5 □ ◎ 

施工計画書名称 施工計画書の標題を記入する。 
全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※ 

施工計画書オリジナ

ルファイル名 

施工計画書の文書、図面等のオリジナルフ 

ァイル名を拡張子を含めて記入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

施工計画書オリジナ 

ルファイル日本語名 

施工計画書ファイルに関日本語名を記入す

る。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

施工計画書オリジナ 
ルファイル作成ソフト 

バージョン情報 

格納した施工計画書オリジナルファイルの
作成ソフトウェア名とバージョン情報を記入
する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

オリジナルファイル内

容 

オリジナルファイルの内容、もしくは施工計
画書オリジナルファイルに記載されている
内容を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で施工計画書に関して特記すべき

事項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で施工計画書に関して特記すべ
き事項がある場合（発注者から指示を受け
た場合)は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で協
議した結果、紙で納品する添付資料がある

場合は資料名を記入する。説明文以外で

特記すべき事項があれば記入する。（複数

記入可） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

ソフトメーカ用 TAG 
ソフトウェアメーカが管理のために使用す

る。(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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【解説】 

・施工計画書管理項目は、ルート直下の施工計画書フォルダに格納する電子デー 

タファイルを検索、参照、再利用していくための属性項目である。 

・施工計画書管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2 使用文字｣に従う。 

・付属資料１に管理ファイルの DTD、付属資料 2に管理ファイルの XML 記入例  

を示す。 

・文書中に組み込む図、表、写真のオリジナルファイルの提出は不要である。オ 

リジナルファイルの形式については監督職員と協議する。 
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電子成果品に格納する打合せ簿管理ファイル（MEET.XML）に記入する管理項目は、下表に示

す通りである。 

表 4-11 打合せ簿管理項目（1/2） 

4-11 打合せ簿管理項目 
 

 

 

 

 
 

分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

打  

合  

せ 

簿  

情  

報   

※ 

シリアル番号 

打合せ簿の通し番号を記入する。連番を原則

とするが、やむを得ない理由である場合は、

中抜け(欠番)してもよい。12 番目を、“00012”

の様に 0 を付けて表現してはいけない。 

半角数字 5 □ ◎ 

 

上位打合せ簿

シリアル番号 

当該打合せ簿が派生した上位にあたる打合

せ簿のシリアル番号を記入する。（本項目は、

シリアル番号の属性として保持) 

 例）シリアル番号「5」の打合せ簿の上位にシ

リアル番号「20」の打合せ簿が該当する場合

は、「20」と記入する。 

半角英数字 15 □ ○ 

下位打合せ簿

シリアル番号 

当該打合せ簿から派生した下位にあたる打

合せ簿のシリアル番号を記入する。（本項

目はシリアル番号の属性として保持)  

例）シリアル番号「5」の打合せ簿の下位にシリ

アル番号「20」の打合せ簿が該当する場合

は、「20」と記入する。 

半角英数字 15 □ ○ 

工事帳票種類 
「打合せ簿」「工事履行報告書」「材料確認 

書」「段階確認書」「確認・立会願」の工事帳

票の鑑の種類を記入する。 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿種類 
発議事項を記入する。 

（「指示」「承諾」「協議」「提出」「報告」「通知」

「確認」「立会」「その他」） 

全角文字 

半角英数字 
16 □ ◎ 

打合せ簿名称 
打合せ簿の標題もしくわ打合せ簿の内容を簡

潔に記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

管理区分 
｢施工計画｣「施工体制」「施工管理」｢安全管 

理｣｢工程管理｣｢出来形管理｣｢品質管理｣「契 

約変更」「その他」等の管理区分を記入する。

全角文字 

半角英数字 
127 □ ○ 

 

関
連
資
料 

図面ファイル名
関連する図面がある場合は、図面管理項
目の[図面ファイル名]を記入する。（複数
記入可） 

半角英数大文字 12 固定 □ △ 

シリアル番号 
関連する写真がある場合は、写真管理項目

の[シリアル番号]を記入する。（複数記入可）
半角数字 7 □ △ 

作成者 
打合せ簿の作成者を記入する。 

（受注者：現場代理人、主任技術者 等） 

（発注者：監督員 等） 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

提出先 
打合せ簿の提出先（発注者、受注者）を記入

する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 
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表 4-11 打合せ簿管理項目（2/2） 

 
分類・項目名 記 入 内 容 データ表現 文字数 記入者 必要度

 

打  

合  

せ 

簿  

情  

報   

※ 

発行日付 

発行元が打合せ簿を発行した年月日を 
CCYY-MM-DD 方式で記入する。月または 

日が 1 桁の数の場合「0」を付加して、必ず 10 

桁で記入する。（CCYY：西暦の年数、MM： 

月、DD：日） 

例)平成 22 年 4 月 1 日  → 2010-04-01 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINUS)

10 固定 □ ◎ 

受理日付 

提出先担当者（受注者：現場代理人、主任技
術者等、発注者：監督員等）が打合せ簿を受 

理した年月日を CCYY-MM-DD 方式で記入 

する。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付 

加して、必ず 10 桁で記入する。（CCYY：西暦 

の年数、MM：月、DD：日） 

例)平成 22 年 4 月 20 日  → 2010-04-20 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINUS)
10 固定 □ ◎ 

完了日付 

発注者又は受注者が処理・回答した年月日 
がある場合は CCYY-MM-DD 方式で記入す 

る。月または日が 1 桁の数の場合「0」を付加 

して、必ず 10 桁で記入する。（CCYY：西暦の 

年数、MM：月、DD：日） 

例)平成 22 年 6 月 9 日  → 2010-06-09 

半角数字 

－ 

(HYPHEN-MINUS)

10 固定 □ ○ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ル
情
報 

※ 

打合せ簿オリジ

ナルファイル名

打合せ簿のファイル名を拡張子を含めて記 

入する。 
半角英数大文字 12 ▲ ◎ 

打合せ簿オリジ
ナルファイル日 
本語名 

打合せ簿ファイルに関する日本語名を記入 

する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

工
種
区
分 

※ 
工種 

工種以下の分類が明確で記入可能であれ
ば、新土木工事積算体系のレベル 2「工種」
を記入する。 

全角文字 

半角英数字 

127 □ 不要

種別 
工種以下の分類が明確で記入可能であれ
ば、新土木工事積算体系のレベル 3「種別」
を記入する。 

全角文字 

半角英数字 

127 □ 不要

細別 
工種以下の分類が明確で記入可能であれ
ば、新土木工事積算体系のレベル 4「細別」
を記入する。 

全角文字 

半角英数字 

127 □ 不要

打合せ簿オリジ
ナルファイル作
成ソフトバージョ 
ン情報 

格納した打合せ簿オリジナルファイルを作成
したソフトウェア名とバージョンを記入する。 

全角文字 

半角英数字 127 □ ◎ 

オリ ジナルファ 

イル内容 

オリジナルファイルの内容、もしくは打合せ
簿オリジナルファイルに記載されている内容
を簡潔にを記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ ◎ 

そ
の
他 

受注者説明文 
受注者側で打合せ簿に関して特記すべき事
項がある場合は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

発注者説明文 
発注者側で打合せ簿に関して特記すべき事
項がある場合（発注者から指示を受けた場
合）は は記入する。 

全角文字 

半角英数字 
127 □ △ 

予備 

電子化が困難等の理由により受発注者で協
議した結果、紙で納品する添付資料がある
場合は資料名を記入する。説明文以外で特
記すべき事項があれば記入する。（複数記
入可） 

全角文字 

半角英数字 

127 □ △ 

 
ソフトメーカ用 TAG 

ソフトウェアメーカが管理のために使用する。

(複数記入可) 

全角文字 

半角英数字 
127 ▲ △ 
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全角文字と半角英数字が混在している項目については、全角の文字数を示しており、半

角英数字 2文字で全角文字 1文字に相当する。表に示している文字数以内で記入する。 

 

【記入者】 □：電子成果品作成者が記入する項目。 

▲：電子成果品作成ソフト等が固定値を自動的に記入する項目。 

【必要度】 ◎：必須記入。 

○：条件付き必須記入。（データが分かる場合は必ず記入する） 

△：任意記入。 

 ※複数ある場合にはこの項を必要な回数繰り返す。 
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【解説】 

・打合せ簿管理項目は、電子成果品の電子データファイルを検索、参照、再利用 

していくための属性項目である。 

・打合せ簿管理項目は、ルート直下の打合せ簿フォルダに格納する電子データフ 

ァイルを検索、参照、再利用していくための属性項目である。 

・打合せ簿管理項目のデータ表現の定義は、｢8-2 使用文字｣に従う。 

・付属資料 1 に管理ファイルの DTD、付属資料 2に管理ファイルの XML 記入例を 

示す。 

・施工中に授受する打合せ簿には、協議に対する回答として、別途指示を出すとい

ったように、主従・継承関係を持っている場合がある。これらの関係がある場合

は、「シリアル番号」の項目の属性情報として定義している「上位・下位打合せ 

簿シリアル番号」に関連する打合せ簿の「シリアル番号」を記入する。 

・打合せ簿に関連する CAD 図面と工事写真がある場合は「関連資料」を記入す 

る。 

・関連する CAD 図面がある場合は、図面管理項目を参照して「図面ファイル名」  

を記入する。関連する写真がある場合は、写真管理項目を参照して「シリアル

番号」を記入する。 
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・打合せ簿管理項目のオリジナルファイル情報は、1つの打合せ簿に使用されたオ  

リジナルファイルを繰返し登録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 オリジナルファイル情報の登録 

 

・文書中に組み込む図、表、写真のオリジナルファイルの提出は不要である。オリ 

ジナルファイルの形式については監督職員と協議する。 
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５ ファイル形式 

 

電子成果品のファイル形式は、以下のとおりとする。 

・工事管理ファイル、施工図面・完成図ファイル、施工計画書管理、ファイル、打合 

せ簿管理ファイル、写真管理ファイル、その他管理ファイルのファイル形式は XML 

形式(XML1.0 に準拠)とする。 

・図面管理ファイルは国土交通省の「CAD 製図基準(案) 」、地質情報管理ファイルは 

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」、写真管理ファイルは、「デジタル写真管 

理情報基準（案）」に準じる。 

・打合せ簿オリジナルファイルを作成するソフトは、基本的に word、excel、power 

  point、画像ファイル（JPEG、TIFF）、HTML（情報共有を行った場合）とする。 

 PDF で納品する場合は、事前に発注者と協議する。 

・施工計画書オリジナルファイルは、基本的に word、excel、powerpoint、 

画像ファイル（JPEG、TIFF）、HTML（情報共有を行った場合）とする。 

 オリジナルファイルと合わせて PDF で納品することが望ましい。 

・施工図面・完成図ファイルのファイル形式は SFX（sfc 形式）とする。 

   ・完成図書フォルダの各サブフォルダに格納するファイルの形式は PDF 形式とする。 

     ・写真ファイルの形式は、JPEG とする。ただし、参考図ファイルは、JPEG 又は TIFF 

    形式とする。 

・地質・土質調査データのファイル形式は国土交通省の「地質・土質調査成果電子納

品要領(案)」に準じる。 

・各管理ファイルのスタイルシートの作成は任意とするが、作成する場合は XSL に準

じる。 
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【解説】 

・工事管理ファイルおよび各管理ファイルのファイル形式は XML 形式とする。 

・台帳、施工計画書、打合せ簿のオリジナルファイルとして登録される図面等につ  

いては、必ずしも「CAD 製図基準(案)」に従う必要はない。 

・施工図面・完成図フォルダに格納する電子データのファイル形式の詳細は、付属  

資料 3を参考とする。 

・各管理ファイルの閲覧性を高めるため、スタイルシートを用いてもよいが、XSL に 

準じて作成する。スタイルシートを作成した場合は、各管理ファイルと同じ場所に 

格納する。 

・拡張子が 4文字以上、ファイル間でリンクや階層を持った資料など、本要領によ  

がたい場合は、ファイルを圧縮して、該当するフォルダに格納する。圧縮ファイル 

形式は監督職員と協議し、決定する。 

・受発注者協議により、オリジナルファイルから変換した PDF ファイルも格納可 と 

する。 

・データを変換して作成したファイルを納品する場合は、「オリジナルファイル作成 

ソフトバージョン情報」へは変換ソフト名を記入する。 
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６ ファイルの命名規則 

 
 

電子成果品のファイルの命名規則は、以下のとおりとする。 

・ファイル名・拡張子は、半角英数大文字とする。 

  ・ファイル名 8文字以内、拡張子 3文字以内とする。 

  ・工事管理ファイルは「INDEX_MC.XML」とし、 

工事管理ファイルの DTD は「IND_MC03.DTD」(03 は版番号)とする。 

  ・各管理ファイルのスタイルシートのファイル名は、「INDE_MC03.XSL」、

「REG_M01.XSL」、「OTHRS03.XSL」とする。 

  ・台帳管理ファイルは「REGIST_M.XML」とし、DTD は「REG_M01.DTD」(01 は版番号)と

する。 

・台帳オリジナルファイルの命名規則は次図の通り。 

   なお、別に作成要領等で規定されている場合は、それに従うものとする。 

 

 

図 6-1 台帳オリジナルファイルの命名規則 

 

  ・その他管理ファイルは「OTHERS.XML」とし、DTD は「OTHERS03.DTD」(03 は版番号と

する。) 

  ・完成図書フォルダのサブフォルダに格納する管理ファイルは次のとおり。 

＊ B 実施仕様書管理ファイルは「BS.XML」とし、DTD は「SPC03.DTD」(03 は版番

号)とする。 

＊ B 計算書管理ファイルは「BC.XML」とし、DTD は「CHECK03.DTD」(03 は版番

号)とする。 

＊ B 施工図管理ファイルは「BI.XML」とし、DTD は「INST03.DTD」(03 は版番号)

とする。 

＊ B 機器図管理ファイルは「BD.XML」とし、DTD は「DEVICE03.DTD」(03 は版番

号)とする。 

＊ B 施工管理記録書管理ファイルは「BE.XML」とし、DTD は「EXAM03.DTD」(03 は

版番号)とする。 
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＊ B 取扱説明書管理ファイルは「BM.XML」とし、DTD は「MANUAL03.DTD」 (03 は版番

号)とする。 

・完成図書／B実施仕様書ファイル 

   完成図書／B実施仕様書フォルダに入れる B実施仕様書ファイルについては、以下の

命名規則に従うものとする。 

 

 
図 6-2 B 実施仕様書ファイルの命名規則 

 

  ・完成図書／B計算書・検討書・数量表ファイル 

完成図書／B 計算書フォルダに入れる B 計算書・検討書・数量表ファイルについて

は、以下の命名規則に従うものとする。 

 

 
図 6-3 B 計算書・検討書・数量表ファイルの命名規則 
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・完成図書／B 施工図ファイル 

完成図書／B 施工図フォルダに入れる B 施工図ファイルについては、以下の命名規

則に従うものとする。 

 
図 6-4 B 施工図ファイルの命名規則 

 

  ・完成図書／B機器図ファイル 

完成図書／B 機器図フォルダに入れる B 機器図ファイルについては、以下の命名規

則に従うものとする。 

 

図 6-5 B 機器図ファイルの命名規則 
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   ・完成図書／B 施工管理記録書ファイル 

完成図書／B 施工管理記録書フォルダに入れる B 施工管理記録書（品質管理（試験成

績書等）、出来形管理、工程管理）ファイルについては、以下の命名規則に従うも

のとする。 

 

図 6-6 B 施工管理記録書ファイルの命名規則 

 

・完成図書／B 取扱説明書ファイル 

完成図書／B取扱説明書フォルダに入れる B 取扱説明書（全体設備取扱説明書、機器取

扱説明書、サービス体制等）ファイルについては、以下の命名規則に従うものとす

る。 

 

図 6-7 B 取扱説明書ファイルの命名規則 
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・施工計画書管理ファイルは「PLAN.XML」とし、DTD は「PLAN03.DTD」(03 は版番号)と

する。 

・施工計画書オリジナルファイルの命名規則は次図の通り。 

 

図 6-8 施工計画書ファイルの命名規則 

 

・打合せ簿管理ファイルは「MEET.XML」とし、DTD は「MEET03.DTD」(03 は版番号)とす

る。 

   打合せ簿オリジナルファイルの命名規則は次図の通り。 

 
図 6-9 打合せ簿ファイルの命名規則 
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【解説】 

 

（1）共通規則 

・ファイル名の文字数は、半角(1 バイト文字)で 8 文字以内、拡張子 3 文字以内とする。

ファイル名に使用する文字は、半角（1 バイト文字）で、大文字のアルファベット

「A～Z」、数字「0～9」、アンダースコア「_」とする。 

・オリジナルファイルの通し番号は、工事の経緯がわかるように日付昇順に付番号す

ることを基本とする。 

・「ORGnnn」サブフォルダに格納するファイル名は、上記の規則に準じ、監督職員と協

議する。 

 

（2）オリジナルファイル 

1 つの文書に対し、オリジナルファイルが複数存在する場合がある。この場合、フ

ァイル名から内容が想定できるように、ファイル名の付け方を規定し、01 からの連

番により、ファイルを区別することを基本とするが、欠番があっても構わない。 

例）ワープロソフトファイル：M0001_01.XXX 

ワープロソフトファイル：M0001_02.XXX 

表計算ソフトファイル  ：M0001_03.XXX 

情報共有システムから工事帳票を出力する場合のファイルの命名規則は、以下のとお

りとする。 

 ・ファイル名・拡張子は、半角英数大文字とする。 

 ・ファイル名 8文字以内、拡張子 3文字以内とする。 

 ・工事管理ファイルは「INDEX_MC.XML」とし、工事管理ファイルの DTD は

「IND_MC03.DTD」(03 は版番号)とする。 

 ・その他管理ファイルは「OTHERS.XML」とし、DTD は「OTHERS03.DTD」(03 は版番号)と

する。 

 ・各管理ファイルのスタイルシートのファイル名は、「IND_MC03.XSL」、

「LAN03.XSL」、「MEET03.XSL」、「OTHRS03.XSL」とする。 
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（3）連番の扱い 

  （※1について） 

連番が 100 を超える場合は、以下のようにアルファベットを用いる。 

例）100～109 の場合…A0～A9 

110～119 の場合…B0～B9 

120～129 の場合…C0～C9 

   

（※2について） 

連番が 9999 を超える場合は、以下のようにアルファベットを用いる。

例）10000～10999 の場合…A000～A999 

11000～11999 の場合…B000～B999 

12000～12999 の場合…C000～C999 
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7 電子成果品 

7-1 電子成果品 
 

 
 

【解説】 

・電子成果品が第三者により書き換えられないようにするため、電子成果品に格納す

る成果品には、 真正性、見読性及び保存性を確保する必要がある。 

・真正性の確保とは、正当な人が作成した電子成果品の情報(文書、図面等)に対し 

て第三者の確認により作成の責任と所在が明確であるとともに、故意または過失 

による虚偽記入、書き換え、消去等が防止されていることである。 

・見読性の確保とは、電子媒体に格納された情報(文書、図面等)を必要・目的に応

じてパソコン等電子機器を用いて速やかに確認可能な状態を確保することである。 

・保存性の確保とは、電子成果品の情報(文書、図面等)が、規程で定められた期間 

において真正性と見読性を満足した状態で保存することである。 

・上記の 3 条件を満たす電子的な情報の手段として、CD-R 又は DVD-R(一度しか

書き込みができないもの)の使用を原則とする。 

・CD-R の論理フォーマットは、ISO9660 (レベル 1)を原則とし、DVD-R にデー

タを記録する（パソコンを使って記録する）際のファイルシステムの論理フォー

マットは、UDF（UDF Bridge）とする。 

・基本的には、1枚の CD-R 又は DVD-R に情報を格納する。 

・複数枚の 電子媒体になる場合は、「7-3 媒体が複数に渡る場合の処置」に従う。 

 

電子媒体へ格納された情報は、次の条件を満たさなければならない。 

1 情報の真正性が確保されていること。 

2 情報の見読性が確保されていること。 

3 情報の保存性が確保されていること。 
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7-2 電子媒体の表記規則 
 

 

【解説】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-1 電子媒体・ケースへの表記例 

 

・電子媒体には、必要項目を表面に直接印刷、または油性フェルトペンで表記し、 

表面に損傷を与えないよう注意する。 

・シールによっては温湿度の変化で伸縮し、電子媒体に損傷を与えることがあるた 

め、シールは使用しない。 

・監督職員署名欄、現場代理人署名欄は、受発注者双方が、油性フェルトペンにて記

述又は押印する。 

・「ウイルスチェックに関する情報」は、使用した「ウイルス対策ソフト名」「ウ 

イルス定義年月日」もしくは「パターンファイル名」、「チェック年月日」を明記す

る。ウイルス対策の詳細は「8-1 ウイルス対策」に示す。 

・プラスチックケースのラベルの背表紙には、以下の例のように記載する。工事名 

が長く書ききれない場合は先頭から書けるところまで記入する。 

  例：    平成○○年度○○○○○○○○○○工事 平成○○年○月 

 （長い場合） 平成○○年度○○○○○○○○○○○○ 平成○○年○月 

・電子媒体には、「契約番号」、「工事名称」、「作成年月」、「発注者名」、「受

注者名」、「何枚目／全体枚数」、「ウイルスチェックに関する情報」、「フォー

マット形式」、「監督職員署名欄」、「現場代理人署名欄」を明記する。 

・電子媒体を収納するケースの背表紙には、「契約番号」、「工事名称」、「作成年

月」、「発注者名」、「受注者名」を横書きで明記する。 

総括監督員 主任監督員 

正 

1/2 

契約番号：2016-10-012345 

平成28年度 

一級河川○○川○○排水機場ポンプ設備工事 

ウィルスチェックに関する情報 
チェック年月日   ：2016年11月30日 
ウィルス定義    ：2016年11月30日版 
ウィルス対策ソフト名：ウィルスパトロール 
フォーマット形式  ：ISO9660（レベル1） 

 
 

受注者名：△△△△△△株式会社 
発注者名：大阪府○○事務所 

平成 26 年 12 月 

受注者名：△△△△△△株式会社 

発注者名：大阪府○○事務所 

契約番号：2016-10-012345 

平成 28 年度 

一級河川○○川○○排水機場ポンプ設備工事 

監  督  員 現場代理人
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7-3 成果品が複数枚に渡る場合の処置 
 

 
【解説】 

  ・成果品を複数枚の電子媒体に分けて格納する場合の例を下図に示す。 

   （下図は例であるため設備工事編でなく、工事編のフォルダ構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2 成果品が複数枚に渡る場合の電子媒体への格納例 

 

  ・工事管理ファイルの基礎情報の「メディア番号」は、ラベルに明記してある何枚目 

／全体枚数と整合を取る。 

・電子成果品は、原則 1枚の電子媒体に格納する。 

・データが容量的に 1 枚の電子媒体に納まらず複数枚になる場合は、同一の工事管理フ

ァイル（INDEX_MC.XML）を各電子媒体のルート直下に格納する。ただし、基礎情報

の「メディア番号」には該当する番号を記入する。 

・各フォルダにおいても同様に、同一の管理ファイルを各電子媒体に格納する。 

・工事管理ファイルの基礎情報の「メディア番号」は、ラベルに明記してある何枚目

／全体枚数と整合を取る。 

発注図フォルダ(DRAWINGS)

工事管理ファイル(INDEX_C.XML)

電子媒体ルート

INDE_C04.DTD

完成図フォルダ(DRAWINGF)

写真フォルダ(PHOTO)

発注図フォルダ
(DRAWINGS)

工事管理ファイル
(INDEX_C.XML)

電子媒体ルート

INDE_C04.DTD

施工計画書フォルダ
(PLAN)

完成図フォルダ
(DRAWINGF)

<基礎情報>
<メディア番号>1</メディア番号>
<メディア総枚数>2</メディア総枚数>

　　　　　：

全データを格納

データ容量の制約から1枚目に全データ
(成果品)が格納できない

【1枚目】

工事管理ファイルの基礎情報の各管理項目にフォルダが存在
することを記入しているが、データを格納する電子媒体に該当
フォルダを作成すればよい。

全ての完成図フォルダの内容を記入し
たDRAWINGF.XMLを格納

打合せ簿フォルダ(MEET)

施工計画書フォルダ(PLAN)

打合せ簿フォルダ
(MEET)

全データを格納

全データを格納

工事管理ファイル
(INDEX_C.XML)

電子媒体ルート

INDE_C04.DTD

完成図フォルダ
(DRAWINGF)

<基礎情報>
<メディア番号>2</メディア番号>
<メディア総枚数>2</メディア総枚数>

　　　　　：

1枚目に格納できなかった残りのデータ
(成果品)を格納

【2枚目】

1枚目に格納したDRAWINGF.XMLと同一
の管理ファイルとDTDファイルを格納

写真フォルダ
(PHOTO)

全データを格納

地質データフォルダ(BORING)

地質データフォルダ
(BORING)

全データを格納
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8  その他留意事項 

8-1 ウイルス対策 
 

 

・受注者は、電子成果品が完成した時点で、ウイルスチェックを行う。 

・ウイルス対策ソフトは特に指定はしないが、信頼性の高いものを利用する。 

・最新のウイルスも検出できるように、ウイルス対策ソフトは常に最新のデータに更新

（アップデート）したものを利用する。 

・電子媒体の表面には、「使用したウイルス対策ソフト名」、「ウイルス（パターンファ

イル）定義年月日またはパターンファイル名」、「チェック年月日（西暦表示）」

を明記する。 
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8-2 使用文字 
 

 

【解説】 

（１）管理ファイルのデータ表現形式 

使用文字の一般原則は上記の通りであり、管理ファイルでの文字の表現方法は、一 

般原則に従っている。以下に、管理ファイルでの文字の表現方法を解説する。 

１）全角文字 

管理ファイルのデータ表現形式に示す「全角文字」とは、JIS X 0208 で規定され

ている文字から数字とラテン文字を除いた文字をいう。すなわち、全角文字には、

漢字、数字ラテン文字（a～z、A～Z）、ギリシャ文字、記号などがあるが、このう

ち全角の数字、ラテン文字は使用できない。全角文字を使用する項目では、必ず半

角英数字も合わせて使用出来るので、「平成２７年」といったデータでは“27”を

半角文字とする。 

２）半角英数字 

同じく「半角英数字」とは、JIS X 0201 で規定されている文字から片仮名用図形文字

（半角カタカナ、日本語文で使用する半角の記号（句点(。)、カギ括弧「( )、 (」)、読

点(、)、中点(・)、濁点(゛)、半濁点(゜)））を除いた文字をいう。 

３）半角英数大文字 

同じく「半角英数大文字」とは、「半角英数字」からラテン小文字(a～z) を除

いた文字をいう。半角英数大文字を使用する項目は、フォルダ名やファイル名とい

った命名規則が決められている場合があるので、命名規則に従ってデータを入力す

る。 

４）半角数字 

同じく「半角数字」とは、JIS X 0201 で規定されている文字のうち数字(0～9)及び

小数点(．)をいう。 

 

（２）留意事項 

機種依存文字（例えば、丸囲い数字、ローマ数字、㈱、№、㎏、㎡、地名や人名等 の

特殊漢字等）、利用者が独自に作成した外字等は、他の端末では表示できない場合もある

ので使用しない。また、数字やラテン文字も全角、半角を混在して使用すると検索する上

で問題となるため、数字やラテン文字は半角文字で統一する。 

・本規定は、管理ファイル（XML 文書）を対象とする。 

・使用できる半角文字は、JIS X 0201 で規定されている文字から片仮名用図形文字

を除いたラテン文字用図形文字のみとする。 

・使用できる全角文字は、JIS X 0208 で規定されている文字から数字とラテン文字を

除いた文字のみとする。 
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8-3 オリジナルファイルの電子化について 
 

 
【解説】 

 

オリジナルファイルに貼り付けられた図表は、管理ファイルによる管理を行わないと

ともに図表等の位置も管理しない。 

実際の文書 フォルダ管理 

 

 
 

図面 文書ファイル 

  
図面ファイル 

 
 

図 8-1 図表等の取り扱いイメージ 

 

 

 

8-4 施工中に紙資料で交換・共有した書類の取り扱い 
 

 品質証明書、カタログ、見本など、電子化されていない資料については、ＰＤＦ化

等により可能な限り納品することが望ましい。 

・図面等は、基本的には文書ファイルにリンクまたは貼り付けて管理する。 

・貼り付けられた図面等は、管理ファイルで管理を行わず文書内容で図面等を判断でき

ればよい。 

・貼り付けていない図表等は文書ファイルと分離した形で管理ファイルにおいて管理す

る。なお、管理ファイルでは、図表等の位置（ページ数、図表番号等）を管理しな

い。 
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8-5 情報共有システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

  情報共有システムの対象範囲は以下のとおりであり、今後順次拡大を図るものとする。 

   ・設備工事のうち全プラント工事（一部試行） 

  上記案件以外にも、情報共有システムの利用について、受発注者間で協議の整ったものに

ついては対象とする。 

  情報共有システムを利用した打合せ簿等の提出書類については、押印の必要はない。ただ

し、公印等の必要な書類は除く。

    情報共有システムは、工事の施工段階で打合せ簿等の各種書類の提出や承認とい

った日々のやりとりを、インターネットを介して大阪府建設ＣＡＬＳシステム上で

行うものである。 

このシステムを利用することにより、インターネットで提出承認されたデータが

サーバに蓄積されるため、書類の紛失・破損防止や書類の提出のためだけの移動と

いった時間・経費の削減が可能となり、より適正で効率的な公共事業の執行が期待

できる。 

施工中の書類のやりとりは、本システムを介して行うこととなるが、公印や社印

が必要な書類については、オリジナルデータとして電子化するとともに従来通り紙

での提出とする。 

また、情報共有システムを利用して、成果品を作成した案件については電子媒体

（ＣＤ－Ｒ等）の提出を不要とする。 
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8-6 電子納品チェックシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解説】 

   

設備工事編における電子納品チェックシステムは、以下、国土交通省の「電子納品チェ

ックシステム（機械）」により行うこと。 

http://www.cals-ed.go.jp/ed_what/ 

 

  チェック結果は、エラーが無いことが基本であるが、受発注者間での合意があれば、この

限りではない。 

  

   電子納品チェックシステムは、CD-R 等に格納された電子成果品が電子納品要領に整合

しているかの確認作業を支援するために提供するシステムです。 

   このシステムを利用することにより、電子成果品の管理ファイル（XML ファイル）、

ファイル名、フォルダ名等が適用する電子納品要領に従っているか否かを確認し、受注

者及び監督職員における電子成果品のチェックの作業負担軽減及び効率的な業務処理を

図るものである。 

   受注者は、電子成果品を監督職員に提出する際、事前に電子納品チェックシステムで

チェックし、システムから出力されるチェック結果を併せて提出すること。 

ただし、本システムでは、成果品（報告書や CAD 図面など）の内容を確認することは

できません。 
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8-7 写真の画素数（ファイルの大きさ等） 

 

 

 

【解説】 

  写真データの画像ファイル形式は、JPEG とする。また、有効画素数を大きくすると、

ファイル容量が大きくなり、電子媒体が複数枚になるとともに、操作性も悪くなるので、

有効画素数は、黒板の文字が確認できる程度（100 万画素程度）を基本とするが、現在の

デジタルカメラの性能から鑑み、これによらない場合も是とする。 

 

デジタルカメラにおけるファイル容量の一例 

画像サイズ 

(pixels) 
画質 画像ファイルサイズ 

12M 

(4000×3000) 

高精細-F 約 7.87MB 

標準-N 約 4.13MB 

エコノミー-E 約 2.76MB 

8M 

(3264×2448) 

高精細-F 約 4.59MB 

標準-N 約 2.46MB 

エコノミー-E 約 1.67MB 

5M 

(2560×1920) 

高精細-F 約 2.99MB 

標準-N 約 1.62MB 

エコノミー-E 約 1.12MB 

3M 

(2048×1536) 

高精細-F 約 1.26MB 

標準-N 約 790KB 

エコノミー-E 約 470KB 

VGA 

(640×480) 

高精細-F 約 330KB 

標準-N 約 190KB 

エコノミー-E 約 140KB 

 

  

   ファイル仕様は、以下の通りとする。 

    写真ファイル ：JPEG 

    参考図ファイル：JPEG もしくは TIFF 
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8-8 工事検査 

 

 

 

 

 

 

 

 【解説】 

    

   検査の準備は原則として発注者が行い、建設 CALS／EC を推進するためにも出来るだけ電

子データで検査を行う事が望ましい。 

 

（１）電子成果物により検査を行う書類の範囲 

       基本的には、電子化を行ったすべての成果品に対して行う。 

 

   （２）書類検査用機器構成 

       標準的な機器構成は以下のとおりである。 

       ・パソコン 

       ・プロジェクタ 

       ・スクリーン 

 

   （３）閲覧用ソフトウェア 

       検査時における書類の閲覧は、発注者の用意する電子納品検査閲覧ソフトを利

用するものとする。ただし、受注者からの申し出があれば、市販の電子媒体作成

用ソフト等の検索・閲覧機能を利用することもできる。ただしその場合、機器類

は受注者が用意する。 

 

   （４）機器の操作 

       検査官が閲覧を希望する書類の検索・表示を行うための機器の操作は、原則と

して受注者が行う。受注者は電子媒体の内容や閲覧用ソフトの機能を熟知するも

のを、操作補助員としてつけても良い。また、検査を効率的に行うために受注者

は、余分に電子納品媒体（CD-R 等）、パソコン等を監督員との協議により準備す

る。  

   電子納品された成果物の書類検査は、発注者が電子データで検査することを原則と

するが、検査を効率的に行うために以下のように定める。 

   ・電子成果物により検査を行う書類の範囲は、検査を効率的に行う観点から、受発

注者間の協議により取り決めるものとする。 

   ・書類検査を行うための準備（検査用機器等）は、原則として発注者が行う。 
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8-9 電子納品の適用範囲 

 

 

 

 

 

 【解説】 

    

   上記案件以外にも、受注者より電子納品の申し出があったもの（部分的な電子納品含む）

及び受発注者間で協議の整ったものについては、電子納品の対象とする。 

 

   工事の電子納品の適用範囲は以下のとおりとし、普及啓発を図りながら順次拡大を

めざすものとする。 

   ・設備工事のうち、プラント工事の全案件 



付属資料 1 
管理ファイルの DTD

付 1-1

 

 

 

付属資料１ 管理ファイルの DTD 

各管理ファイルの DTD を以下に示す。なお、DTD ファイルは、電子納品 Web サイト 

(http://www.cals-ed.go.jp/)から入手できる。 

 

１ 工事管理ファイルの DTD 
成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル（ INDEX_MC.XML ）の DTD（IND_MC03.DTD）を 

以下に示す。 
  

<!--IND_MC03.DTD / 2012/12 --> 

<!ELEMENT constdata (基礎情報,工事件名等,場所情報?,発注者情報,受注者情報,予備*,ソフトメーカ

用 TAG*)> 
<!ATTLIST constdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!--  基礎情報  --> 

<!ELEMENT 基礎情報 (メディア番号,メディア総枚数,適用要領基準,施工図面完成図フォルダ名?,台帳

フォルダ名?,台帳オリジナルファイルフォルダ情報*,地質データフォルダ名?, その他フォルダ名?, そ

の他オリジナルファイルフォルダ情報*,完成図書フォルダ名?,B 実施仕様書フォルダ名?,B 計算書フォ

ルダ名?,B 施工図フォルダ名?,B 機器図フォルダ名?,B 施工管理記録書フォルダ名?,B 取扱説明書フォル

ダ名?,写真フォルダ名?,施工計画書フォルダ名?,施工計画書オリジナルファイルフォルダ名?, 打合せ簿

フォルダ名?,打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名?)> 

 

<!ELEMENT メディア番号 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT メディア総枚数 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 適用要領基準 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工図面完成図フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 台帳フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 台帳オリジナルファイルフォルダ情報 (台帳オリジナルファイルフォルダ名,台帳オリジナ

ルファイルフォルダ日本語名)> 

<!ELEMENT 台帳オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 台帳オリジナルファイルフォルダ日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 地質データフォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT その他フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT その他オリジナルファイルフォルダ情報 (その他オリジナルファイルフォルダ名,その他オ

リジナルファイルフォルダ日本語名)> 

<!ELEMENT その他オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT その他オリジナルファイルフォルダ日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 完成図書フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT B 実施仕様書フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT B 計算書フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT B 施工図フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT B 機器図フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT B 施工管理記録書フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT B 取扱説明書フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 写真フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工計画書フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 打合せ簿フォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名 (#PCDATA)> 
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<!--  工事件名等 --> 

<!ELEMENT 工事件名等 (発注年度,工事番号,工事名称,施工金額,工事実績システム登録番号,工事分 

野,工事業種,工種-工法型式+,住所情報+,工期開始日,工期終了日,工事内容)> 
<!ELEMENT 発注年度 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工事番号 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工事名称 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工金額 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工事実績システム登録番号 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工事分野 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工事業種 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工期開始日 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工期終了日 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工事内容 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT 工種-工法型式 (工種+,工法型式+)> 

<!ELEMENT 工種 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 工法型式 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT 住所情報 (住所コード+,住所+)> 

<!ELEMENT 住所コード (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 住所 (#PCDATA)> 

 

<!--  場所情報  --> 

<!ELEMENT 場所情報 (測地系?,水系-路線情報*,境界座標情報?)> 

<!ELEMENT 測地系 (#PCDATA)> 

 

<!-- 水系-路線情報 --> 

<!ELEMENT 水系-路線情報 (対象水系路線名?,現道-旧道区分?,対象河川コード*,左右岸上下線コード 

*,測点情報*,距離標情報*)> 

<!ELEMENT 対象水系路線名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 現道-旧道区分 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 対象河川コード (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 左右岸上下線コード (#PCDATA)> 

 

<!--  測点情報  --> 

<!ELEMENT 測点情報 (起点側測点-n?,起点側測点-m?,終点側測点-n?,終点側測点-m?)> 

<!ELEMENT 起点側測点-n (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 起点側測点-m (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 終点側測点-n (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 終点側測点-m (#PCDATA)> 

 

 

<!--  距離標情報 --> 

<!ELEMENT 距離標情報 (起点側距離標-n?,起点側距離標-m?,終点側距離標-n?,終点側距離標-m?)> 

<!ELEMENT 起点側距離標-n (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 起点側距離標-m (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 終点側距離標-n (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 終点側距離標-m (#PCDATA)> 

 

<!--  境界座標情報 --> 
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<!ELEMENT 境界座標情報 (西側境界座標経度,東側境界座標経度,北側境界座標緯度,南側境界座標緯 

度)> 

<!ELEMENT 西側境界座標経度 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 東側境界座標経度 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 北側境界座標緯度 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 南側境界座標緯度 (#PCDATA)> 

 

<!--  発注者情報 --> 

<!ELEMENT 発注者情報 (発注者-大分類,発注者-中分類,発注者-小分類,発注者コード)> 

<!ELEMENT 発注者-大分類 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者-中分類 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者-小分類 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者コード (#PCDATA)> 

 

<!--  受注者情報 --> 

<!ELEMENT 受注者情報 (受注者名,受注者コード?)> 

<!ELEMENT 受注者名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 受注者コード (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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２ その他管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体に添付するその他管理ファイル（OTHRS.XML の DTD（OTHRS03.DTD）を 

以下に示す。 
 

<!--OTHRS03.DTD / 2012/12 --> 

 

<!ELEMENT othrsdata (サブフォルダ情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST othrsdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!-- サブフォルダ情報 --> 

<!ELEMENT サブフォルダ情報 (その他サブフォルダ名,その他サブフォルダ日本語名?,その他資料情

報*)> 

<!ELEMENT その他サブフォルダ名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT その他サブフォルダ日本語名 (#PCDATA)> 

 

<!-- その他資料情報 --> 

<!ELEMENT その他資料情報 (資料名,オリジナルファイル情報*,その他?)> 

 

<!ELEMENT 資料名 (#PCDATA)> 

 

<!-- オリジナルファイル情報 --> 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (シリアル番号, オリジナルファイル名, オリジナルファイル日

本語名?, オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容)> 

<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

 

<!-- その他 --> 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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３ B 実施仕様書管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体（完成図書フォルダ）に添付する実施仕様書管理ファイル（BS.XML）の 

DTD（SPC03.DTD）を以下に示す。 

 

<!--SPC03.DTD / 2012/12 --> 

 

<!ELEMENT specdata (実施仕様書情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST specdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

 

<!ELEMENT 実施仕様書情報 (実施仕様書名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

 

<!ELEMENT 実施仕様書名称 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (実施仕様書オリジナルファイル名,実施仕様書オリジナルフ 

ァイル日本語名?,実施仕様書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル 

内容,施設コード+)> 

<!ELEMENT 実施仕様書オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 実施仕様書オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 実施仕様書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施設コード (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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４ B 計算書管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体（完成図書フォルダ）に添付する計算書管理ファイル（BC.XML）の 

DTD（CHECK03.DTD）を以下に示す。 
 

<!--CHECK03.DTD / 2012/12 --> 

<!ELEMENT checkdata (計算書情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST checkdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!ELEMENT 計算書情報 (計算書名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

 

<!ELEMENT 計算書名称 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (計算書オリジナルファイル名,計算書オリジナルファイル日 

本語名?,計算書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容,施設コー 

ド+)> 

<!ELEMENT 計算書オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 計算書オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 計算書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施設コード (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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５ B 施工図管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体（完成図書フォルダ）に添付する施工図管理ファイル（BI.XML）の 

DTD（INST03.DTD）を以下に示す。 
 

<!--INST03.DTD / 2012/12 --> 

 

<!ELEMENT instdata (施工図情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST instdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!ELEMENT 施工図情報 (施工図名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

 

<!ELEMENT 施工図名称 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (施工図オリジナルファイル名,施工図オリジナルファイル日本語

名?,施工図オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容,施設コード+)> 

<!ELEMENT 施工図オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工図オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工図オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施設コード (#PCDATA)> 

 

 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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６ B 機器図管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体（完成図書フォルダ）に添付する機器図管理ファイル（BD.XML）の 

DTD（DEVICE03.DTD）を以下に示す。 

 

<!--DEVICE03.DTD / 2012/12 --> 

 

<!ELEMENT devicedata (機器図情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST devicedata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!ELEMENT 機器図情報 (機器図名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

 

<!ELEMENT 機器図名称 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (機器図オリジナルファイル名,機器図オリジナルファイル日 

本語名?,機器図オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内容,施設コー 

ド+,機器コード+)> 

<!ELEMENT 機器図オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 機器図オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 機器図オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施設コード (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 機器コード (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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７ B 施工管理記録書管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体（完成図書フォルダ）に添付する施工管理記録書管理ファイル（BE.XML）の 

DTD（EXAM03.DTD）を以下に示す。 

 

<!--EXAM03.DTD / 2012/12 --> 

 

<!ELEMENT examdata (施工管理記録書情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST examdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!ELEMENT 施工管理記録書情報 (施工管理記録書名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

 

<!ELEMENT 施工管理記録書名称 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (施工管理記録書オリジナルファイル名,施工管理記録書オリ 

ジナルファイル日本語名?,施工管理記録書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジ 

ナルファイル内容,施設コード+,機器コード+)> 

<!ELEMENT 施工管理記録書オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工管理記録書オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工管理記録書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施設コード (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 機器コード (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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８ B 取扱説明書管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体（完成図書フォルダ）に添付する取扱説明書管理ファイル（BM.XML）の DTD 

（MANUAL03.DTD）を以下に示す。 

 

<!--MANUAL03.DTD / 2012/12 --> 

 

<!ELEMENT manualdata (取扱説明書情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST manualdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!ELEMENT 取扱説明書情報 (取扱説明書名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

 

<!ELEMENT 取扱説明書名称 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (取扱説明書オリジナルファイル名,取扱説明書オリジナルフ 

ァイル日本語名?,取扱説明書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル 

内容,施設コード+,機器コード+)> 

<!ELEMENT 取扱説明書オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 取扱説明書オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 取扱説明書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施設コード (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 機器コード (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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９ 施工計画書管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体に添付する施工計画書管理ファイル（PLAN.XML）の DTD（PLAN03.DTD）を 

以下に示す。 

 

<!--PLAN03.DTD / 2012/12 --> 

<!ELEMENT plandata (施工計画書情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST plandata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!-- 施工計画書情報 --> 

<!ELEMENT 施工計画書情報 (シリアル番号,施工計画書名称,オリジナルファイル情報+,その他?)> 

<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工計画書名称 (#PCDATA)> 

 

<!-- オリジナルファイル情報 --> 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (施工計画書オリジナルファイル名,施工計画書オリジナルファ 

イル日本語名?,施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファイル内 

容)> 

<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

 

<!-- その他 --> 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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１０ 打合せ簿管理ファイルの DTD 

成果品の電子媒体に添付する打合せ簿管理ファイル（MEET.XML の DTD（MEET03.DTD）を以下に 

示す。 
 

<!--MEET03.DTD / 2012/12 --> 

<!ELEMENT meetdata (打合せ簿情報+,ソフトメーカ用 TAG*)> 

<!ATTLIST meetdata DTD_version CDATA #FIXED "03"> 

 

<!--  打合せ簿情報  --> 

<!ELEMENT 打合せ簿情報 (シリアル番号,工事帳票種類,打合せ簿種類,打合せ簿名称,管理区分?,関連

資料?,作成者,提出先,発行日付,受理日付,完了日付?,オリジナルファイル情報+,その他?)> 
<!ELEMENT シリアル番号 (#PCDATA)> 

<!ATTLIST シリアル番号 上位打合せ簿シリアル番号 NMTOKEN #IMPLIED> 

<!ATTLIST シリアル番号 下位打合せ簿シリアル番号 NMTOKEN #IMPLIED> 

<!ELEMENT 工事帳票種類 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 打合せ簿種類 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 打合せ簿名称 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 管理区分 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 作成者 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 提出先 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発行日付 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 受理日付 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 完了日付 (#PCDATA)> 

 

<!--  関連資料  --> 

<!ELEMENT 関連資料 (図面ファイル名*,シリアル番号*)> 

<!ELEMENT 図面ファイル名 (#PCDATA)> 

 

<!-- オリジナルファイル情報 --> 

<!ELEMENT オリジナルファイル情報 (打合せ簿オリジナルファイル名,打合せ簿オリジナルファイ 

ル日本語名?,工種区分+,打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報,オリジナルファ 

イル内容)> 

<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイル名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイル日本語名 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT オリジナルファイル内容 (#PCDATA)> 

 

<!--  工種区分  --> 

<!ELEMENT 工種区分 (工種?, 種別?, 細別?)> 

<!ELEMENT 工種 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 種別 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 細別 (#PCDATA)> 

 

<!-- その他 --> 

<!ELEMENT その他 (受注者説明文?,発注者説明文?,予備*)> 

<!ELEMENT 受注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 発注者説明文 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT 予備 (#PCDATA)> 

<!ELEMENT ソフトメーカ用 TAG (#PCDATA)> 
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付属資料２ 管理ファイルの XML 記入例 

１ 工事管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル（INDEX_MC.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE constdata SYSTEM "IND_MC03.DTD"> 

<!-- <?xml-stylesheet type="text/xsl" href="IND_MC03.XSL"?> --> 

<constdata DTD_version="03"> 

 

<基礎情報> 

<メディア番号>2</メディア番号> 

<メディア総枚数>3</メディア総枚数> 

<適用要領基準>設備 201604-01</適用要領基準> 

<施工図面完成図フォルダ名>DRAWINGF</施工図面完成図フォルダ名> 

<地質データフォルダ名>BORING</地質データフォルダ名> 

<その他フォルダ名>OTHRS</その他フォルダ名> 

<その他オリジナルファイルフォルダ情報> 

<その他オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG001</その他オリジナルファイルフォル 

ダ名>  

<その他オリジナルファイルフォルダ日本語名>維持管理システム登録データ</その他オリ 

ジナルファイルフォルダ日本語名> 

</その他オリジナルファイルフォルダ情報> 

<完成図書フォルダ名>K_BOOK</完成図書フォルダ名> 

<B 実施仕様書フォルダ名>K_BOOK/B_SPC</B 実施仕様書フォルダ名> 

<B 計算書フォルダ名>K_BOOK/B_CHECK</B 計算書フォルダ名> 

<B 施工図フォルダ名>K_BOOK/B_INST</B 施工図フォルダ名> 

<B 機器図フォルダ名>K_BOOK/B_DEVICE</B 機器図フォルダ名> 

<B 施工管理記録書フォルダ名>K_BOOK/B_EXAM</B 施工管理記録書フォルダ名> 

<B 取扱説明書フォルダ名>K_BOOK/B_MANUAL</B 取扱説明書フォルダ名> 

<写真フォルダ名>PHOTO</写真フォルダ名> 

<施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名> 

<施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナルファイルフォル 

ダ名> 

<打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名> 

<打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名 

> 

</基礎情報> 

 

<工事件名等> 

<発注年度>2016</発注年度> 
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<工事番号>201610012345</工事番号> 

<工事名称>一級河川○○川○○排水機場ポンプ設備工事</工事名称> 

<施工金額>360000000</施工金額> 

<工事実績システム登録番号>12345678901</工事実績システム登録番号> 

<工事分野>機械</工事分野> 

<工事業種>機械器具設置工事</工事業種> 

<工種-工法型式> 

<工種>機械器具設置工事</工種> 

<工法型式>ポンプ設備工</工法型式> 

</工種-工法型式> 

<住所情報> 

<住所コード>27118</住所コード> 

<住所>大阪府大阪市城東区○○○丁目地内</住所> 

</住所情報> 

<工期開始日>2016-04-01</工期開始日> 

<工期終了日>2016-12-01</工期終了日> 

<工事内容>ポンプおよび付属設備一式</工事内容> 

</工事件名等> 

 

<場所情報> 

<測地系>01</測地系> 

<水系-路線情報> 

<対象水系路線名>一級河川○○川</対象水系路線名> 

<現道-旧道区分>1</現道-旧道区分> 

<対象河川コード>8606040022</対象河川コード> 

<左右岸上下線コード>99</左右岸上下線コード> 

<測点情報> 

<起点側測点-n>0015</起点側測点-n> 

<起点側測点-m>008</起点側測点-m> 

<終点側測点-n>0018</終点側測点-n> 

<終点側測点-m>005</終点側測点-m> 

</測点情報> 

<距離標情報> 

<起点側距離標-n>031</起点側距離標-n> 

<起点側距離標-m>045</起点側距離標-m> 

<終点側距離標-n>036</終点側距離標-n> 

<終点側距離標-m>067</終点側距離標-m> 

</距離標情報> 

</水系-路線情報> 

<境界座標情報> 

<西側境界座標経度>1353311</西側境界座標経度> 

<東側境界座標経度>1353314</東側境界座標経度> 

<北側境界座標緯度>0344116</北側境界座標緯度> 

<南側境界座標緯度>0344113</南側境界座標緯度> 

</境界座標情報> 

</場所情報> 

 

<発注者情報> 

<発注者-大分類>大阪府</発注者-大分類> 

<発注者-中分類>（土木事務所）</発注者-中分類> 

<発注者-小分類>○○事務所</発注者-小分類> 
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<発注者コード>32701007</発注者コード> 

</発注者情報> 

 

<受注者情報> 

<受注者名>○○建設株式会社△△組共同企業体(代表：○○建設株式会社)</受注者名> 

<受注者コード>10012345000</受注者コード> 

</受注者情報> 

 

<予備></予備> 

 

<ソフトメーカ用 TAG></ソフトメーカ用 TAG> 

 

</constdata> 
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２ その他資料管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納するその他資料管理ファイル（OTHRS.XML）の出力例を以下に示す。 
 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE othrsdata SYSTEM "OTHRS03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="OTHRS03.XSL"?> 

<othrsdata DTD_version="03"> 

 

<サブフォルダ情報> 

<その他サブフォルダ名>ORG001</その他サブフォルダ名> 

<その他サブフォルダ日本語名>○○システム入力データ</その他サブフォルダ日本語名> 

<その他資料情報> 

<資料名>維持管理○○データ</資料名> 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文>維持管理において○○システムに入力するデータを格納する。</発注者 

説明文> 

</その他> 

</その他資料情報> 

</サブフォルダ情報> 

 

<サブフォルダ情報> 

<その他サブフォルダ名>ORG002</その他サブフォルダ名> 

<その他サブフォルダ日本語名>段階確認書</その他サブフォルダ日本語名> 

<その他資料情報> 

<資料名>○○に関する段階確認書</資料名> 

<オリジナルファイル情報> 

<シリアル番号>1</シリアル番号> 

<オリジナルファイル名>CHK01_01.XXX</オリジナルファイル名> 

<オリジナルファイル日本語名>20161101 段階確認書.XXX</オリジナルファイル日本語名 

> 

<オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>○△□ワープロソフト_2010</オリジ 

ナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>○○□に関する段階確認書</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文>段階確認書が重要書類であることから格納する。</発注者説明文> 

<予備></予備> 

</その他> 

</その他資料情報> 

</サブフォルダ情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG></ソフトメーカ用 TAG> 

 

</othrsdata> 



付属資料 2 
管理ファイルの XML 記入例

付 2-5

 

 

 

３ 実施仕様書管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する完成図書管理ファイル（BS.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version=”1.0” encoding=”Shift_JIS”?> 
<!DOCTYPE specdata SYSTEM "SPC03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="SPC03.XSL"?> 

<specdata DTD_version="03"> 

 

<実施仕様書情報> 

<実施仕様書名称>○○○実施仕様書</実施仕様書名称> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<実施仕様書オリジナルファイル名>BS001_1.PDF</実施仕様書オリジナルファイル名> 

<実施仕様書オリジナルファイル日本語名>○○○実施仕様書.XXX</実施仕様書オリジナルファ

イル日本語名> 

<実施仕様書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>PDF 作成ソフト_8.1</実施仕様 

書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>実施仕様書</オリジナルファイル内容> 

<施設コード>Z</施設コード> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文/> 

<発注者説明文/> 

<予備/> 

</その他> 

</実施仕様書情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG/> 

 

</specdata> 
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４ 計算書管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する計算書管理ファイル（BC.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE checkdata SYSTEM "CHECK03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="CHECK03.XSL"?> 

<checkdata DTD_version="03"> 

 

<計算書情報> 

<計算書名称>○○計算書</計算書名称> 
 

<オリジナルファイル情報> 

<計算書オリジナルファイル名>BC001_1.PDF</計算書オリジナルファイル名> 

<計算書オリジナルファイル日本語名>○○計算書.XXX</計算書オリジナルファイル日本語 

名> 

<計算書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>○○ソフト_2010</計算書オリジナ 

ルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>○○計算書</オリジナルファイル内容> 

<施設コード>Z</施設コード> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文/> 

<発注者説明文/> 

<予備/> 

</その他> 

</計算書情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG/> 

 

</checkdata> 
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５ 施工図管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する施工図管理ファイル（BI.XML）の出力例を以下に示す。 
 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE instdata SYSTEM "INST03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="INST03.XSL"?> 

<instdata DTD_version="03"> 

 

<施工図情報> 

<施工図名称>○○装置図</施工図名称> 

<オリジナルファイル情報> 

<施工図オリジナルファイル名>BI001_1.PDF</施工図オリジナルファイル名> 

<施工図オリジナルファイル日本語名>○○装置図.XXX</施工図オリジナルファイル日本語 

名> 

<施工図オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>PDF 作成ソフト_8.1</施工図オリジ 

ナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>○○○装置図(1/2)</オリジナルファイル内容> 

<施設コード>Z</施設コード> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文/> 

<発注者説明文/> 

<予備/> 

</その他> 

</施工図情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG/> 

 

</instdata> 
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６ 機器図管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する機器図管理ファイル（BD.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE devicedata SYSTEM "DEVICE03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="DEVICE03.XSL"?> 

<devicedata DTD_version="03"> 

 

<機器図情報> 

<機器図名称>○○機器構成図</機器図名称> 

<オリジナルファイル情報> 

<機器図オリジナルファイル名>BD001_1.PDF</機器図オリジナルファイル名> 

<機器図オリジナルファイル日本語名>○○機器構成図.XXX</機器図オリジナルファイル日 

本語名> 

<機器図オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>PDF 作成ソフト_8.1</機器図オリジ 

ナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>○○○機器図(1/2)</オリジナルファイル内容> 

<施設コード>Z</施設コード> 

<機器コード>ZZ</機器コード> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文></発注者説明文> 

<予備></予備> 

</その他> 

</機器図情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG/> 

 

</devicedata> 
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７ 施工管理記録書管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する施工管理記録書管理ファイル（BE.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE examdata SYSTEM "EXAM03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="EXAM03.XSL"?> 

<examdata DTD_version="03"> 

 

<施工管理記録書情報> 

<施工管理記録書名称>○○試験成績書</施工管理記録書名称> 
 

<オリジナルファイル情報> 

<施工管理記録書オリジナルファイル名>BE001_1.PDF</施工管理記録書オリジナルファイル 

名> 

<施工管理記録書オリジナルファイル日本語名>○○試験成績書.XXX</施工管理記録書オリ 

ジナルファイル日本語名> 

<施工管理記録書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>PDF 作成ソフト_8.1</施工 

管理記録書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>○○試験成績書(1/2)</オリジナルファイル内容> 

<施設コード> Z </施設コード> 

<機器コード> ZZ </機器コード> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文></発注者説明文> 

<予備></予備> 

</その他> 

</施工管理記録書情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG/> 

 

</examdata> 
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８ 取扱説明書管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する取扱説明書管理ファイル（BM.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE manualdata SYSTEM "MANUAL03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="MANUAL03.XSL"?> 

<manualdata DTD_version="03"> 

 

<取扱説明書情報> 

<取扱説明書名称>○○○取扱説明書</取扱説明書名称> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<取扱説明書オリジナルファイル名>BM001_1.PDF</取扱説明書オリジナルファイル名> 

<取扱説明書オリジナルファイル日本語名>○○○取扱説明書.XXX</取扱説明書オリジナル 

ファイル日本語名> 

<取扱説明書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>PDF 作成ソフト_8.1</取扱説明 

書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>○○取扱説明書(1/2)</オリジナルファイル内容> 

<施設コード> Z </施設コード> 

<機器コード> ZZ </機器コード> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文></発注者説明文> 

<予備></予備> 

</その他> 

</取扱説明書情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG/> 

 

</manualdata> 
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９ 施工計画書管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル（PLAN.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE plandata SYSTEM "PLAN03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="PLAN03.XSL"?> 

<plandata DTD_version="03"> 

 

<施工計画書情報> 

<シリアル番号>1</シリアル番号> 

<施工計画書名称>○○○施工計画書</施工計画書名称> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<施工計画書オリジナルファイル名>PLA01_01.XXX</施工計画書オリジナルファイル名> 

<施工計画書オリジナルファイル日本語名>○○○施工計画書.XXX</施工計画書オリジナル 

ファイル日本語名> 

<施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>□△▽ワープロソフト_2010</ 施

工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>工事概要、安全管理</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<施工計画書オリジナルファイル名>PLA01_02.XXX</施工計画書オリジナルファイル名> 

<施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>□△▽表計算ソフト_2010</施工計

画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>計画工程</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<施工計画書オリジナルファイル名>PLA01_03.XXX</施工計画書オリジナルファイル名> 

<施工計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>□△▽ワープロソフト_2010</施工

計画書オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>施工方法</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文></発注者説明文> 

<予備>紙資料：○○□図</予備> 

</その他> 

</施工計画書情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG></ソフトメーカ用 TAG> 

 

</plandata> 
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１０ 打合せ簿管理ファイルの XML 記入例 

成果品の電子媒体に格納する工事管理ファイル（MEET.XML）の出力例を以下に示す。 

 

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?> 

<!DOCTYPE meetdata SYSTEM "MEET03.DTD"> 

<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="MEET03.XSL"?> 

<meetdata DTD_version="03"> 

 

<打合せ簿情報> 

<シリアル番号 下位打合せ簿シリアル番号="2">1</シリアル番号> 

<工事帳票種類>打合せ簿</工事帳票種類> 

<打合せ簿種類>通知</打合せ簿種類> 

<打合せ簿名称>○○○に関する協議</打合せ簿名称> 

<管理区分>品質管理</管理区分> 

<関連資料> 

<図面ファイル名>C0PL001Z.P21</図面ファイル名> 

<シリアル番号>200</シリアル番号> 

</関連資料> 

<作成者>受注者:現場代理人</作成者> 

<提出先>発注者</提出先> 

<発行日付>2016-04-09</発行日付> 

<受理日付>2016-04-15</受理日付> 

<完了日付>2016-04-20</完了日付> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<打合せ簿オリジナルファイル名>M0001_01.XXX</打合せ簿オリジナルファイル名> 

<打合せ簿オリジナルファイル日本語名>○○○に関する打合せ簿 0001_01.XXX</打合せ簿オリ

ジナルファイル日本語名> 

<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>□△▽ワープロソフト_2010</打合せ

簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>○○○の通知に関する事項の鑑</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<打合せ簿オリジナルファイル名>M0001_02.XXX</打合せ簿オリジナルファイル名> 

<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>△▽○表計算ソフト_2010</打合 せ

簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 
<オリジナルファイル内容>○○○の通知に関する事項の本文</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 
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<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文></発注者説明文> 

<予備>○○のカタログ</予備> 

<予備>○○のミルシート</予備> 

</その他> 

</打合せ簿情報> 

 

<打合せ簿情報> 

<シリアル番号 上位打合せ簿シリアル番号="1" 下位打合せ簿シリアル番号="3">2</シリアル番

号> 
<工事帳票種類>打合せ簿</工事帳票種類> 

<打合せ簿種類>提出</打合せ簿種類> 

<打合せ簿名称>請負代金内訳書及び工程表</打合せ簿名称> 

<管理区分>施工管理</管理区分> 

<関連資料> 

<図面ファイル名>C0PL002Z.P21</図面ファイル名> 

<シリアル番号>225</シリアル番号> 

<シリアル番号>228</シリアル番号> 

</関連資料> 

<作成者>受注者:現場代理人</作成者> 

<提出先>発注者</提出先> 

<発行日付>2016-04-23</発行日付> 

<受理日付>2016-04-25</受理日付> 

<完了日付>2016-04-30</完了日付> 
 

<オリジナルファイル情報> 

<打合せ簿オリジナルファイル名>M0002_01.XXX</打合せ簿オリジナルファイル名> 

<打合せ簿オリジナルファイル日本語名>工程表.XXX</打合せ簿オリジナルファイル日本語 

名> 

<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>△▽○表計算ソフト_2010</打合 

せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>工程表</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<打合せ簿オリジナルファイル名>M0002_02.XXX</打合せ簿オリジナルファイル名> 

<打合せ簿オリジナルファイル日本語名>請負代金内訳書.XXX</打合せ簿オリジナルファイ 

ル日本語名> 
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<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>△▽○表計算ソフト_2010</打合 

せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>請負代金内訳書</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

 

<その他> 

<受注者説明文></受注者説明文> 

<発注者説明文></発注者説明文> 

<予備></予備> 

</その他> 

</打合せ簿情報> 

 

<打合せ簿情報> 

<シリアル番号 上位打合せ簿シリアル番号="2">3</シリアル番号> 

<工事帳票種類>打合せ簿</工事帳票種類> 

<打合せ簿種類>提示</打合せ簿種類> 

<打合せ簿名称>中間技術検査の中止について</打合せ簿名称> 

<作成者>発注者：主任監督員</作成者> 

<提出先>受注者</提出先> 

<発行日付>2016-04-23</発行日付> 

<受理日付>2016-04-25</受理日付> 

 

<オリジナルファイル情報> 

<打合せ簿オリジナルファイル名>M0003_01.XXX</打合せ簿オリジナルファイル名> 

<打合せ簿オリジナルファイル日本語名>20061215 中間技術検査の中止.XXX</打合せ簿オリ 

ジナルファイル日本語名> 

<打合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報>□△▽ワープロソフト_2010</打 

合せ簿オリジナルファイル作成ソフトバージョン情報> 

<オリジナルファイル内容>本文</オリジナルファイル内容> 

</オリジナルファイル情報> 

<その他></その他> 

</打合せ簿情報> 

 

<ソフトメーカ用 TAG></ソフトメーカ用

TAG> 

 

</meetdata> 
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付属資料３ 図面・書類等の格納例 

１ 水門設備工事 図面、書類 提出リストと格納フォルダ（例） 

フォルダ名 

B_SPC:完成図書/実施仕様書、B_CHECK:完成図書/計算書、B_INST:完成図書/施工図、 B_DEVICE:完成図書/機器

図、B_EXAM:完成図書/施工管理記録書、B_MANUAL:完成図書/取扱説明書、DRAWINGF:施工図面・完成図 

 

ＣＡＤ：ＣＡＤデータ（原則として SXF（sfc）形式）、  ＰＤＦ：ＰＤＦデータ、  ×：提出不要 
 

 
項目 

 
機器名 

 
図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

実施仕様書   実施仕様書 B_SPC ― 

設計計算書   設計計算書 B_CHECK ― 

 

 

 
数量表 

  重量総括表 B_CHECK ― 

塗装面積総括表 B_CHECK ― 

仕上り重量表 B_CHECK ― 

購入品一覧表 B_CHECK ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

設計図面 

 

 

 
全体 

全体配置図 B_INST DRAWINGF 

一般図 B_INST DRAWINGF 

箱抜き及び挿し筋配置図 B_INST DRAWINGF 

水密詳細図 B_INST DRAWINGF 

 

 

 
戸当り 

戸当り組立図 B_INST DRAWINGF 

戸当り製作図 B_INST DRAWINGF 

戸当り伸縮継手 B_INST DRAWINGF 

アンカ金物製作図 B_INST DRAWINGF 

 

 

 

 
扉体 

扉体組立図 B_INST DRAWINGF 

扉体製作図 B_INST DRAWINGF 

水密ゴム製作図 B_INST DRAWINGF 

水密ゴム押え板製作図 B_INST DRAWINGF 

主ローラ製作図 B_INST DRAWINGF 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
設計図面 

 
 

扉体 

サイドローラ製作図 B_INST DRAWINGF 

シーブ・軸製作図 B_INST DRAWINGF 

給油配管図 B_DEVICE DRAWINGF 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開閉(昇降)装置 

開閉装置組立図 B_INST DRAWINGF 

開閉装置駆動部組立図 B_INST DRAWINGF 

開閉装置従動部組立図 B_INST DRAWINGF 

荷重分布図 B_INST DRAWINGF 

アンカ金物配置および製作図 B_INST DRAWINGF 

機械台詳細図 B_INST DRAWINGF 

ドラム詳細図 B_INST DRAWINGF 

歯車詳細図 B_INST DRAWINGF 

軸詳細図 B_INST DRAWINGF 

軸受詳細図 B_INST DRAWINGF 

ドラム軸受詳細図 B_INST DRAWINGF 

シーブ詳細図 B_INST DRAWINGF 

シーブブラケット及び軸詳細図 B_INST DRAWINGF 

休止装置組立図 B_INST DRAWINGF 

休止装置詳細図 B_INST DRAWINGF 

ロープ端末装置 B_DEVICE ― 

非常上限検出装置 B_DEVICE DRAWINGF 

開度指示装置組立図 B_DEVICE DRAWINGF 

開度指示装置詳細図 B_DEVICE ― 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
設計図面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開閉(昇降)装置 

カップリング B_DEVICE ― 

ブレーキホイール B_DEVICE ― 

集中給油配置図 B_DEVICE DRAWINGF 

ギヤカバー詳細図 B_INST DRAWINGF 

減速機組立図 B_DEVICE ― 

切替装置組立図 B_DEVICE ― 

ワイヤロープ及びソケット B_DEVICE ― 

シリンダ架台組立図 B_INST DRAWINGF 

油圧シリンダ組立図 B_DEVICE ― 

シリンダ詳細図 B_DEVICE ― 

開度計組立図 B_DEVICE ― 

開度計詳細図 B_DEVICE ― 

油圧シリンダ点検台 B_INST DRAWINGF 

油圧ユニット外形図 B_DEVICE ― 

油圧回路図 B_DEVICE ― 

油圧配管組立図 B_DEVICE DRAWINGF 

油圧配管詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

 
 
 
 

制御設備 

盤外形図 B_DEVICE DRAWINGF 

盤内配置図 B_DEVICE ― 

操作フローチャート B_DEVICE DRAWINGF 

単線結線図 B_DEVICE DRAWINGF 

展開接続図 B_DEVICE ― 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
設計図面 

 
 
 
 
 
 

制御設備 

配線系統図 B_DEVICE DRAWINGF 

電路布設図 B_INST DRAWINGF 

電気機器図 B_DEVICE ― 

配線ピット配置図 B_DEVICE ― 

配線ピット組立図 B_DEVICE ― 

配線ピット詳細図 B_DEVICE ― 

 
 

付属設備 

付属設備組立図 B_INST DRAWINGF 

付属設備詳細図 B_INST DRAWINGF 

付属設備機器図 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
取扱説明書 

  操作説明書 B_MANUAL ― 

主要機器取扱説明書 B_MANUAL ― 

メーカ取扱説明書 B_MANUAL ― 

点検整備要領 B_MANUAL ― 

チェックシート B_MANUAL ― 

油脂リスト B_MANUAL ― 

工具・予備品一覧表 B_MANUAL ― 

サービス連絡体制 B_MANUAL ― 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
施工管理記録 

 
 
 
 
 
 

工場 

原寸検査 B_EXAM ― 

材料検査 B_EXAM ― 

溶接検査 B_EXAM ― 

仮組立検査 B_EXAM ― 

機器性能検査 B_EXAM ― 

塗装検査 B_EXAM ― 

 
 
 
 

現場 

据付基準点検査 B_EXAM ― 

工事材料検査 B_EXAM ― 

据付寸法検査 B_EXAM ― 

溶接検査 B_EXAM ― 

据付機能検査 B_EXAM ― 
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２ 揚排水ポンプ設備工事 図面、書類 提出リストと格納フォルダ(例) 

フォルダ名 

PLAN:施工計画書 B_SPC:完成図書/実施仕様書、B_CHECK:完成図書/計算書、B_INST:完成図書/施工図、 

B_DEVICE:完成図書/機器図、B_EXAM:完成図書/施工管理記録書、B_MANUAL:完成図書/取扱説明書、DRAWINGF:

施工図面・完成図 

ＣＡＤ：ＣＡＤデータ（原則として SXF（sfc）形式）、  ＰＤＦ：ＰＤＦデータ、  ×：提出不要 

 

 
項目 

 
機器名 

 
図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全体 

  製作仕様書 B_SPC ― 

設計計算書 B_CHECK ― 

一般平面図 B_INST DRAWINGF 

据付平面図 B_INST DRAWINGF 

据付断面図 B_INST DRAWINGF 

機器構成図 B_INST DRAWINGF 

全体フロー図 B_INST DRAWINGF 

検査試験要領書 B_CHECK ― 

塗装要領書 B_CHECK ― 

写真撮影要領書 × × 

工程管理表 × × 

 

 

 

 

 

 

 

（機器単体） 

 

 

 

 

 

 

 

主ポンプ 

組立断面図 B_DEVICE DRAWINGF 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

ケーシング製作図 × × 

羽根車製作図 × × 

主軸製作図 × × 

軸受製作図 × × 

その他部品製作図 × × 

木型図 × × 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（機器単体） 

 
主ポンプ 

購入部品構造図 B_DEVICE ― 

組立要領図 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
減速機 

構造図 B_DEVICE DRAWINGF 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

センサー給油系統図 B_DEVICE DRAWINGF 

歯車製作図 × × 

軸製作図 × × 

軸受製作図 × × 

購入部品構造図 B_DEVICE ― 

組立要領図 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
原動機 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

機器構成図 B_DEVICE DRAWINGF 

部品製作図 × × 

潤滑油システムフローシート B_DEVICE DRAWINGF 

燃料システムフローシート B_DEVICE DRAWINGF 

タイムスケジュール B_DEVICE DRAWINGF 

始動停止シーケンスブロック図 B_DEVICE DRAWINGF 

制御盤詳細図（外形図） B_DEVICE DRAWINGF 

サイレンサー外形構造図 B_DEVICE DRAWINGF 

 
 
弁 

ダンパー 

外形寸法図 B_DEVICE ― 

組立断面図 B_DEVICE ― 

駆動部詳細図 B_DEVICE ― 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（機器単体） 

  弁胴弁体他製作図 × × 

 
 

主配管・主ダクト 

配管寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

配管製作図 × × 

伸縮管構造図 B_DEVICE ― 

 
補助機器 

外形寸法図 B_DEVICE ― 

組立断面図 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 
 
電気品全体 

システム構成図 B_DEVICE ― 

システム系統図 B_DEVICE ― 

電源系統図 B_DEVICE ― 

単線接続図 B_DEVICE DRAWINGF 

操作制御フロー図 B_DEVICE DRAWINGF 

計装フロー図 B_DEVICE DRAWINGF 

管理項目表 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
盤関係 

製作仕様書 B_DEVICE ― 

容量計算書 B_DEVICE ― 

盤外形図 B_DEVICE DRAWINGF 

盤内配置図 B_DEVICE ― 

規定値一覧表 B_DEVICE ― 

外部端子図 B_DEVICE ― 

三線接続図 B_DEVICE ― 

展開接続図 B_DEVICE ― 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（機器単体） 

 

 
コンピュータ 

機能設計図 B_DEVICE ― 

システム機器構成図 B_DEVICE ― 

詳細設計図 × × 

 
 
 
 

運転管理装置 

製作仕様書 B_DEVICE ― 

ネットワーク構成図 B_DEVICE DRAWINGF 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

内部配置図 B_DEVICE ― 

外部端子図 B_DEVICE ― 

 
計装機器 

機器仕様書 B_DEVICE ― 

外形寸法図 B_DEVICE ― 

 

 
除塵装置 

全体配図 B_DEVICE DRAWINGF 

強度計算書 B_DEVICE ― 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

 
 
 
 
 
 

除塵機 

スクリーン詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

上部詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

駆動部詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

購入部品寸法図 B_DEVICE ― 

手摺梯子詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

製缶加工組立図 × × 

 

 
コンベア 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

購入部品寸法図 B_DEVICE ― 

製缶加工組立図 × × 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（機器単体） 

 
 
 
 

ホッパ 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

給油装置図 B_DEVICE ― 

手摺架台詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

製缶加工組立図 × × 

購入部品寸法図 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 

クレーン 

強度計算書 B_DEVICE ― 

外形寸法図 B_DEVICE DRAWINGF 

全体組立図 B_DEVICE DRAWINGF 

クラブ組立図 B_DEVICE DRAWINGF 

歩道手摺詳細図 B_DEVICE DRAWINGF 

購入部品寸法図 B_DEVICE ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（工事図） 

  輸送計画書 PLAN ― 

据付要領書 PLAN ― 

機器組立要領書 PLAN ― 

基礎図 B_INST DRAWINGF 

基礎詳細図 B_INST DRAWINGF 

ピット図 B_INST DRAWINGF 

ピット金物詳細図 B_INST DRAWINGF 

小配管系統図 B_INST DRAWINGF 

小配管図 B_INST DRAWINGF 

小配管詳細図 B_INST DRAWINGF 

小配管サポート図 B_INST DRAWINGF 
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項目 

 

機器名 

 

図 面 名 称 

完成図書 

フォルダ 

施工図面・完成図 

フォルダ 

ＰＤＦ ＣＡＤ 

 
 
 
 
 
 
 
（工事図） 

  ダクト配置図 B_INST DRAWINGF 

ダクト取付図 B_INST DRAWINGF 

盤据付図 B_INST DRAWINGF 

全体配線図 B_INST DRAWINGF 

配線表 B_INST DRAWINGF 

クレーン取付図 B_INST DRAWINGF 

試運転要領書 B_CHECK ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（管理用図書） 

  機器試験表 B_EXAM ― 

据付記録 B_EXAM ― 

施工管理記録書 B_EXAM ― 

試運転記録 B_EXAM ― 

官公庁等届書 B_EXAM ― 

運転操作概要書 B_MANUAL ― 

取扱説明書 B_MANUAL ― 

油脂リスト B_MANUAL ― 

メーカリスト B_MANUAL ― 

予備品リスト B_MANUAL ― 

工具リスト B_MANUAL ― 

緊急連絡先 B_MANUAL ― 
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付属資料４ 場所情報の記入方法 
 

場所情報に関わる記入方法を以下に示す。 

 
（1）工事件名等 

1） 住所コード 

CORINS 登録工事の場合は、着工時にそれぞれのシステムに記入した該当データ を各管

理項目に記入する。CORINS の登録対象外の工事の場合は、下記 URL で公開されているコ

ード表を参照し、該当するコードを記入する。 

 

CORINS 施工場所コード 

http://www.cals-ed.go.jp/calsec/corins.htm 

 

 

2） 「住所コード」と「住所」の XML 表記例 

・対象地区が１市区町村内の 1 箇所である場合 

 
・対象地区が１市区町村内の 2 箇所である場合 

 
該当地区の数を繰り返す。 

・対象地区が複数市区町村の場合（該当する住所が全て列記可能な場合） 

 
該当市区町村数分繰り返す。 

<住所情報> 

<住所コード>13102</住所コード> 

<住所>東京都中央区日本橋 3 丁目</住所> 

</住所情報> 

<住所情報> 

<住所コード>13103</住所コード> 

<住所>東京都港区</住所> 

</住所情報> 

<住所情報> 

<住所コード>13109</住所コード> 

<住所>東京都品川区東品川 4 丁目</住所> 

</住所情報> 

： ： ： 

 

<住所情報> 

<住所コード>13103</住所コード> 

<住所>東京都港区赤坂 7 丁目</住所> 

<住所>東京都港区新橋 1 丁目</住所> 

</住所情報> 

 

<住所情報> 

<住所コード>13103</住所コード> 

<住所>東京都港区赤坂 7 丁目</住所> 

</住所情報> 
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・対象地区が複数市区町村の場合（設計図書等の住所で代表する場合） 

 

・対象地区が 1 都道府県全域の場合 
中央区の他、港区及び品川区に該当する場合 

 
 

・対象地区が発注者の管内全域等の広域に渡る場合 

 
住所コードは、管内の該当地域の数を繰り返す 

（当該地域の範囲により、県コード・市区町村コードを選択できる）。 

・特定の地域に該当しない場合 

 
 

（2） 場所情報 

1） 「対象水系路線名」の XML 表記例 

・対象地域が特定の水系に位置する場合 

 
・対象地域が複数の路線に該当する場合 

 

<水系-路線情報> 

<対象水系路線名>津軽自動車道</対象水系路線名> 

： 

</水系-路線情報> 

<水系-路線情報> 

<対象水系路線名>八戸・久慈自動車道</対象水系路線名> 

： 

</水系-路線情報> 

<水系-路線情報> 

<対象水系路線名>利根川水系</対象水系路線名> 

： 

</水系-路線情報> 

<住所情報> 

<住所コード>99999</住所コード> 

<住所>対象地域なし</住所> 

</住所情報> 

<住所情報> 

<住所コード>31000</住所コード> 

<住所コード>32000</住所コード> 

<住所コード>33000</住所コード> 

<住所コード>34000</住所コード> 

<住所コード>35000</住所コード> 

<住所>中国地方整備局管内</住所> 

</住所情報> 

<住所情報> 

<住所コード>28000</住所コード> 

<住所>兵庫県</住所> 

</住所情報> 

<住所情報> 

<住所コード>13102</住所コード> 

<住所コード>13103</住所コード> 

<住所コード>13109</住所コード> 

<住所>東京都中央区日本橋他地内</住所> 

</住所情報> 
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2） 「対象河川コード」の XML 表記例 

 
淀川の例である。なお下 4 桁(nnnn)は河川番号を示しており、 

「河川コード仕様書」を準拠し、0001 から連番により付与する。 

 

3） 「左右岸上下線コード」の XML 表記例 

・対象地域が道路の上り線に位置する場合 

 
 

・対象地域が河川の両岸に位置する場合 

 
両岸の場合は左岸と右岸を列記する。 

4） 「距離標」の XML 表記例 

・起点側からの距離標が 31K45、終点側の距離標が 36K67 の場合 

 
 

5） 境界座標（緯度経度） 

｢境界座標｣は世界測地系(日本測地系 2000)に準拠する。その範囲は対象範囲を囲む矩

形の領域を示し、西側及び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々度（3 桁）分 

（2 桁）秒（2 桁）で表される 7 桁の数値を記入する｡特定の地域に該当しない工事に

ついては、「99999999」(対象地域なし)を各項目に記入する。｢境界座標｣は｢対象領域の

外側｣を記入する｡なお、対象領域が南緯及び西経の場合は頭文字に「-」(HYPHEN-MINUS)

を記入する。 

境界座標（緯度・経度）の値が明確である場合は、受発注者間で確認の上、その値を

管理項目に記入する。境界座標（緯度・経度）の値が不明確である場合は、地形図等か

ら読み取るなどして、その値を管理項目に記入する。その時の精度は、工事範囲にもよ

るが 100m 程度を目安とする（経緯度の 1 秒は地上距離で約 30m に相当する）。工事範

囲が大きくなれば一般に精度も粗くなるが、可能な範囲の精度で取得することが望まし

い。 

なお、座標の調査方法については、次頁に示すような方法により調査できる。 

 

6） 「境界座標」の XML 表記例 

・対象地域が明らかな場合 

 

<起点側距離標-n>031</起点側距離標-n> 

<起点側距離標-m>045</起点側距離標-m> 

<終点側距離標-n>036</終点側距離標-n> 

<終点側距離標-m>067</終点側距離標-m> 

<左右岸上下線コード>01</左右岸上下線コード> 

<左右岸上下線コード>02</左右岸上下線コード> 

<左右岸上下線コード>10</左右岸上下線コード> 

 

<対象河川コード>860604nnnn</対象河川コード> 
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（A） 境界座標の取得方法 

まず、矢印ボタンをクリックします。 

 

 
・特定の地域に該当しない場合 

 
 

（3） 境界座標の調査方法(例) 

境界座標の調査方法としては、次の 5 つがある。 

1)測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サービス 

2)地図閲覧サービス(国土地理院)による境界座標の調査方法 

3)地形図による境界座標の調査方法 

4)都道府県の東西南北端点と重心の経度緯度の調査方法 

5)既知の平面直角座標を変換する方法 

各調査方法を以下に示す。 

1） 測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サービス 

国土地理院では、業務・工事管理項目の境界座標に関する入力支援サービスのシステ

ムを一般公開しており、インターネットが利用可能な環境であれば無償でサービスを利

用することができる。 

 
測量成果電子納品「業務管理項目」境界座標入力支援サービス 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/index.html 

 

境界座標の取得方法を上記 URL の本文を引用して以下に示す。 
 

<西側境界座標経度>9999999</西側境界座標経度> 

<東側境界座標経度>1381212</東側境界座標経度> 

<北側境界座標緯度>0351377</北側境界座標緯度> 

<南側境界座標緯度>0350213</南側境界座標緯度> 

<西側境界座標経度>1380929</西側境界座標経度> 

<東側境界座標経度>1381212</東側境界座標経度> 

<北側境界座標緯度>0351377</北側境界座標緯度> 

<南側境界座標緯度>0350213</南側境界座標緯度> 
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矢印ボタンが押された状態で地図中の測量した点をクリックすると、地図中に

バツ印がつき、左下にその点の緯度経度が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に測量した点をクリックしていくと、測量領域が赤い四角で表示され、左

下に境界座標の緯度経度が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面中に表示されていない領域を測量したときは、虫眼鏡モードや手のひらモ

ードで地図を移動させた後、再び矢印ボタンを押してから地図中の測量点をクリ

ックしてください。(地図の移動のさせ方については「地図の操作」をご覧くださ

い) 

 
地図の操作 

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/manual_mapcontrol.html 
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測量領域全体をクリックすると、左下に境界座標が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（B） クリックする測量点を間違えたときは... 

やり直しボタンをクリックすると、最後の入力を取り消すことができます。 
 

  

 

（C） 最初からやり直したいときは... 

クリアボタンをクリックすると、すべての入力を消すことができます。 
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2） 地図閲覧サービス（国土地理院）による境界座標の調査方法 

工事対象範囲を地図等におとし、左下隅および右上隅を確認する。対象範囲が路線区

間である場合は、対象路線の外側を工事対象範囲とする。 
 

 
 

付図 4-1 工事対象範囲の取得方法 

 

Web ブラウザより下記 URL のホームページに接続すると、「地図閲覧サービス     

ウォッちず」が表示される。 

http://watchizu.gsi.go.jp/ 

「検索画面」から、該当する地域をマウスで選択する。 

表示された地形図上で、対象範囲の左下隅をマウスでクリックする。 

 
付図 4-2 対象範囲の左下の指示

対象範囲

対象路線
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クリックした地点の緯度経度が表示される。表示された北緯を「南側境界座 標緯度」、

東経を「西側境界座標経度」に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

付図 4-3 緯度経度の表示 

 

同様の手順で対象範囲の右上隅をマウスでクリックし、表示された北緯を 

「北側境界座標緯度」、東経を「東側境界座標経度」に記入する。 
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3） 地形図による境界座標の調査方法 

1. 工事対象範囲を地形図（1/25,000、1/50,000、1/200,000）におとし、左下隅

および右上隅を確認する。対象範囲が路線区間である場合は、対象路線の外

側を工事対象範囲とする。 

140°22’30” 140°30’00” 
36°30’ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36°25’ 

36°30’ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36°25’ 
 

140°22’30”  
付図 4-4 工事対象範囲の取得方法 

140°30’00” 

 

2. 地形図が 1/25,000 の場合には、図郭線上に 1分ごとの目盛りがきざまれ 

ているので、これらの目盛りを使用し、下図のように経緯度 1 分ごとのメッシュ 

（方眼）を作図する。 
140°22’30” 140°30’00” 

36°30’ 36°30’ 
 
 
 

対象範囲 右上隅 

1 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
36°25’ 

左下隅  
36°25’ 

 

140°22’30” 140°30’00” 
1 分 

 

付図 4-5 メッシュ図（1/25,000 地形図） 

 

 

 
対象範囲 右上隅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
左下隅 
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140°25’ 
7’ 

140°26’

b (

(
a 

(

（X1,Y1）         
x 

 

3. 対象範囲の左下隅を含むメッシュ（二重線で囲まれた部分）を下図のように

取り出し、比例配分等により秒数を計算し、左下隅（X1,Y1）の座標を 

求める。求められた北緯 X1 を「南側境界座標緯度」に、東経 Y1 を「西側境界座標経

度」に記入する。 
 

36°2  
 

1)スケール等で地形図上から a、b の距離を求める。 

a＝7.5cm b＝6.0cm 
2)同様に x,y の距離を求める。 

x＝1.25cm y＝5.0cm 
3)下記計算により（X1、Y1）を求める。 

北緯＝ 36°26’＋60”×1.25÷7.5＝ 36°26’10” 東経＝140°25’＋
60”×5.0  ÷6.0＝140°25’50” 

 

36°26’ 
y 

 

付図 4-6 メッシュ拡大図 

 
 

4. 右上隅も同様の手順で、北緯を「北側境界座標緯度」に、東経を「東側境界

座標経度」に記入する。 

 

4） 都道府県の東西南北端点と重心の経度緯度の調査方法 

各都道府県の東西側の経度、南北側の緯度については、下記 URL のホーム ページを参照

して記入することができる。 

 

（参照先：日本の東西南北端点の経度緯度)  

国土地理院 

http://www.gsi.go.jp/KOKUJYOHO/CENTER/center.html 

 
5） 既知の平面直角座標を変換する方法 

平面図等で既に対象範囲の平面直角座標が判明している場合は、それらの値を緯度経度に

変換して境界座標に記入することができる。 

 
（インターネット上で利用可能な変換プログラム例）  

国土地理院 

http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 
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付属資料５ XML 文書作成における留意点 
 

XML 文書の作成にあたっての留意点を以下に示す。 

 

・XML 文書における文字セットは、「8-2 使用文字」によるものとする。 

・XML 文書の文字符号化方式は、XML 文書の標準符号化方式である Unicode 形式の 

UTF-16、または UTF-8 を基本とすべきであるが、コンピュータシステムの現状を

鑑み、Shift_JIS とする。 

・提出する XML 文書には、DTD を埋め込む方式をとらず、外部ファイル参照方式を

採用する。 

・XML の予約文字（JIS X 0201（ラテン文字用図形文字）の不等号（より小）（<）、不

等号（より大）（>）、アンパサンド（&）、アポストロフィー（’）、引用符（”））

については、実体参照を用いることで使用することができる。以下に実体参照を示す。 

 
表付 5-1 実体参照 

 

記号 実体参照 

” &quot; 

＆ &amp; 

’ &apos; 

＜ &lt; 

＞ &gt; 

 

・XML 文書の作成は 、「 JIS X 4159:2005 拡張可能なマーク付け言語 (XML)1.0」を参

照すること。 
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付属資料６ 「台帳」フォルダの取り扱い 
 

１．１概要 

 

「台帳」フォルダは大阪府建設CALSシステムの施設・設備台帳の更新データを格納するためのフォルダである。 

この「台帳」フォルダを利用し、電子成果品から大阪府建設CALSシステムの施設・設備台帳を更新する場合に行う

作業の流れを以下に示す。 

 

 
  

付属資料 ６ 

「台帳」フォルダの取り扱い 
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１．２「台帳」フォルダ作成要領 

 

電子納品データに含まれる「台帳」フォルダはつぎのとおり作成する。 

 

 「台帳」フォルダの直下には、施設種類をフォルダ名としたフォルダが並び、それぞれの施設種類に対応

した台帳のデータを格納する。 

 施設種類のフォルダに格納するデータには、「管理項目」、「添付ファイル」、「GIS 情報」の 3 種類の

データがある。 

 「管理項目」データは、1行1施設の管理項目情報を記述したExcel(XLS)形式もしくはCSV形式のファイル

である。 

 「添付ファイル」データは、施設階層をフォルダ化し、個々の施設ごとのフォルダに図面、写真、文書の

ファイルをそれぞれ「01_図面」、「02_写真」、「03_文書」以下に格納したフォルダである。 

 「GIS情報」データは、施設の位置情報を表すShape形式のファイル一式をZIP圧縮したファイルである。 

 台帳フォルダには、複数個の施設種類のフォルダを格納することができる。 

 施設種類のフォルダには、各種複数個のデータを格納することができる。 

 

台帳フォルダイメージ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「管理項目」データ 

 ファイル名は「管理項目_施設種類.xls（もしくはcsv）」とする。ファイル名に施設名等の情報を含

める場合は、施設種類の後ろに「_(アンダーバー)」をつけ、その後に施設名等を付与する。 

例）「管理項目_水門.xls」、「管理項目_水門機器_木津川水門.csv」 

 ファイルに記述する管理項目情報は施設種類に異なるため、大阪府建設 CALS システムから該当施設

種類の管理項目データを出力したものを参考にすること。 

 

 「添付ファイル」データ 

 先頭のフォルダ名の命名規則は「添付ファイル_施設種類」とする。 

 「01_図面」、「02_写真」、「03_文書」のフォルダは直下にのみファイルを格納するものとする。

（それぞれのフォルダに、個別のフォルダを作成し、ファイルを格納することはできない。） 

 大阪府建設ＣＡＬＳシステムから出力した添付ファイル登録用フォルダ作成バッチにより、施設毎

のフォルダに「systeminfo.txt」が作成されている場合は、それを他へのコピー、内容変更を行って

はならない。また、新規施設・設備等で、施設ごとのフォルダを新たに作成する場合、特に

「systeminfo.txt」を作成する必要はない。 

 先頭フォルダ以下のフォルダ階層、フォルダ名は施設種類ごとに異なるため、次ページの表を参照

のこと。 

  

台帳 （施設種類） 

例：水門 

（添付ファイル） 

例：添付ファイル 

_水門 

（施設階層１） 

例：池田土木 

事務所 

（施設階層3） 

例：999901 

01_図面 

02_写真 

03_文書 

（管理項目） 

例：管理項目_水門.xls 

(管理ファイル) 

systeminfo.txt 

（GIS情報） 

例：GIS情報_水門.zip 

（施設階層2） 

例：9999 

付属資料 ６ 
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 「GIS情報」データ 

 ファイル名の命名規則は「GIS情報_施設種類.zip」とする。 

 GIS情報の図形情報、属性情報は施設種類ごとに異なるため、次ページの表を参照のこと。 

 
台帳データ作成の際には、下記からダウンロードできる「施設・設備情報更新チェックツール」で、作成した

台帳データをチェックすること。使用方法は、同封のマニュアルを参照のこと。 

https://www11.cals.pref.osaka.jp/tools/SetsubiChecker.zip 

 
「台帳」フォルダからの台帳データ登録に対応する施設種類、及び、それらの「添付ファイル」フォルダの階層情報、

GIS情報登録の有無については下表のとおり。 

表 1 施設種類一覧 

 

１層目 ２層目 ３層目 ４層目 ５層目

河川 ダム 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 －

堰 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 ○

堰扉 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（堰） 整理番号 －

水門 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 ○

水門扉 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（水門） 整理番号 －

水門機器 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（水門） 整理番号 －

陸閘（鉄扉） 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 －

鉄扉機器 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（陸閘（鉄扉）） 整理番号 －

鉄扉扉 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（陸閘（鉄扉）） 整理番号 －

樋門・樋管 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 ○

樋門・樋管扉 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（樋門・樋管） 整理番号 －

排水機場 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 －

排水機場機器 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（排水機場） 整理番号 －

排水機場ポンプ 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（排水機場） 整理番号 －

観測施設 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 ○

河川浄化施設 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 －

遊水地 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 －

遊水地機器 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（遊水地） 整理番号 －

流域調節池 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号 －

流域調節池機器 事務所名 河川番号 （河川コード） 整理番号（流域調節池） 整理番号 －

地下河川 事務所名 河川番号 （河川コード） 地下河川名 －

地下河川機器 事務所名 河川番号 （河川コード） 地下河川名 整理番号 －

下水道 機械機器（管渠） 事務所名 流域名 幹線名 データ整理番号 －

機械補機類（管渠） 事務所名 流域名 幹線名 データ整理番号 補機類データ整理番号 －

機械機器（水みらいセンター） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 －

電気機器（水みらいセンター） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 －

機械補機類（水みらいセンター） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 補機類データ整理番号 －

保守・修繕（機械機器（水みらいセンター）） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 管理番号 －

電気補機類（水みらいセンター） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 補機類データ整理番号 －

保守・修繕（電気機器（水みらいセンター）） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 管理番号 －

機械機器（ポンプ場） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 －

電気機器（ポンプ場） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 －

機械補機類（ポンプ場） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 補機類データ整理番号 －

保守・修繕（機械機器（ポンプ場）） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 管理番号 －

電気補機類（ポンプ場） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 補機類データ整理番号 －

保守・修繕（電気機器（ポンプ場）） 事務所名 流域名 施設名 データ整理番号 管理番号 －

港湾 埠頭保安設備 事務所名 港湾名 施設番号 ○

海岸 水門等設備 事務所名 市町名 設備名 －

排水機場等設備 事務所名 設備名称 －

遠隔監視制御設備 事務所名 名前（海岸名） 施設番号 ○

津波防災情報システム 事務所名 名前（海岸名） 施設番号 ○

GIS情報
登録

フォルダ
業務区分 施設種類

付属資料 ６ 

「台帳」フォルダの取り扱い 



 
 

付 6-4 
 

GIS情報の図形情報、属性情報は下表のとおり。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

施設種類

図形情報

属性名 項目名 定義 型 様式 必須 備考

ＩＤ ＩＤ 事務所コード（2桁）
+整理番号（9桁）

文字列 半角11文字 必

J_NAME 事務所名 事務所名 文字列 半角30文字 必

K_CODE 河川番号 （河川コード） 河川番号 文字列 半角16文字 必

SEIRI_NO 整理番号 河川コード（4桁）
+属性種別コード（2桁）
+通し番号（3桁）

文字列 半角9文字 必 属性種別、コードは下記のとおり。
　堰：02
　樋門樋管：03
　水門：04
　観測施設：10

SYUBETSU 属性種別 属性種別 文字列 半角12文字 必

SISETSU 施設名 施設名 文字列 半角40文字

堰、水門、樋門・樋管、観測施設

シンボル

施設種類

図形情報

属性名 項目名 定義 型 様式 必須 備考

J_NAME 事務所名 文字列 半角30文字 必

KOWAN_NM 港湾名 文字列 半角10文字 必

SISETSU_NO 施設番号 文字列 半角60文字 必

CHIKU_NM 地区港湾名 文字列 半角20文字

埠頭保安設備

シンボル

施設種類

図形情報

属性名 項目名 定義 型 様式 必須 備考

J_NAME 事務所名 文字列 半角30文字 必

KAIGAN_NM 海岸名 文字列 半角20文字 必

SISETSU_NO 施設番号 文字列 半角20文字 必

SHICHO_NM 市町名 文字列 半角20文字

遠隔監視制御設備

シンボル

施設種類

図形情報

属性名 項目名 定義 型 様式 必須 備考

J_NAME 事務所名 文字列 半角30文字 必

KAIGAN_NM 海岸名 文字列 半角20文字 必

SISETSU_NO 施設番号 文字列 半角20文字 必

SHICHO_NM 市町名 文字列 半角20文字

SHOKAN 所管 文字列 半角30文字

シンボル

津波防災情報システム

付属資料 ６ 
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施設コード表（大阪府編）

〔ｅ〕　施設大分類

〔 ｆ〕　施設小分類
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施設機器コードについて

詳細は国土交通省「工事完成図書の電子納品要領（案）機械設備工事編」付属資料３による。

このコード表は、施設コードのうちの〔ｅ〕〔 ｆ〕を定めるものである。a～ｄ についてはCORINSのコードを記載すること。

　　　　　　　　　　　下水道施設の場合

　　国土交通省区分 国土交通省説明 形　　　　式 表現内容 下水機器台帳分類

施
設
コ
ー

ド

ａ 発注者の大分類 ＣＯＲＩＮＳの大区分 １桁半角数字 大阪府

ｂ 発注者の中分類 ＣＯＲＩＮＳの中区分 ２桁半角数字 下水道事務所

ｃ 発注者の小分類 ＣＯＲＩＮＳの小区分 ２桁半角数字 ○○流域下水道事務所

ｄ 発注者の細分類 ＣＯＲＩＮＳの細区分 ３桁半角数字

ｅ 施設大分類 ＴＥＣＲＩＳの業務対象水系・路線名 ５桁半角数字 ○○流域下水道 流域名

ｆ 施設小分類 水門・排水機場等施設の区分 １桁半角英字＋３桁半角数字 ○○処理場 事業所

機
器
コ
ー

ド

ｇ 設備大分類 非常用洪水吐設備、分流水門設備等の設備区分 ２桁半角英数字 沈砂池設備 大分類名

ｈ 設備小分類 主ゲート、制水ゲート等の水門扉の区分 ２桁半角数字 沈砂設備 中分類名

ｉ 設備区分番号 水門扉が複数ある場合に区分する数字 ２桁半角数字 系列 系列名

ｊ 機器名（部位） 扉体、戸当たり等の部位の区分 ２桁半角数字 自動除塵機 小分類名

ｋ 機器区分番号 同一機器等が複数ある場合に区分する数字 ２桁半角数字 号機 複数ある場合の号機分け

ｌ 詳細 ２桁半角数字 －

ｍ 詳細区分番号 ２桁半角数字 －

※ ａ～ｆ までは施設コード、ｇ～ｍ までは機器コードである。

※ 施設名を表すｅ、ｆ　については次項以降のコード表を参照のこと。

※ ａ～ｋまでは必須項目

2



施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード

一級河川寝屋川導水路 10001 太間排水機場 Ｐ００１

寝屋川分水施設 Ｇ００１

寝屋川導水路 Ｇ００２

一級河川寝屋川 10002 寝屋川分水施設 Ｇ００３

一級河川打上川 10003 打上川治水緑地 Ｇ００４

3



施設大分類 コード 施設小分類 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード

一級河川安治川（旧淀川） 10101
安治川水門 Ｇ００１ 一級河川木津川 10105 木津川水門 Ｇ２０１ 一級河川正連寺川 10106 正連寺川水門 Ｇ３０１

安治川右岸樋門 Ｇ００２ 三軒家水門 Ｇ２０２ 恩貴島右岸鉄扉 Ｇ３０２

一級河川尻無川 10102 尻無川水門 Ｇ１０１ 木津川左岸樋門 Ｇ２０３ 恩貴島左岸鉄扉 Ｇ３０３

尻無川右岸1号鉄扉 Ｇ１０２ 木津川左岸樋門（千島土地） Ｇ２０４ 正連寺川右岸1号鉄扉 Ｇ３０４

尻無川左岸1号鉄扉 Ｇ１０３ 木津川右岸1号鉄扉 Ｇ２０５ 正連寺川右岸2号鉄扉 Ｇ３０５

尻無川左岸2号鉄扉 Ｇ１０４ 木津川右岸2号鉄扉 Ｇ２０６ 正連寺川右岸3号鉄扉 Ｇ３０６

尻無川左岸3号鉄扉 Ｇ１０５ 木津川右岸3号鉄扉 Ｇ２０７ 正連寺川右岸5号鉄扉 Ｇ３０７

尻無川左岸4号鉄扉 Ｇ１０６ 木津川右岸4号鉄扉 Ｇ２０８ 正連寺川右岸6号鉄扉 Ｇ３０８

尻無川左岸5号鉄扉 Ｇ１０７ 木津川右岸5号鉄扉 Ｇ２０９ 一級河川六軒家川 10107 六軒家川水門 Ｇ４０１

尻無川左岸6号鉄扉 Ｇ１０８ 木津川右岸6号鉄扉 Ｇ２１０ 六軒家川左岸1号鉄扉 Ｇ４０２

尻無川左岸7号鉄扉 Ｇ１０９ 木津川右岸7号鉄扉 Ｇ２１１ 一級河川神崎川 10108 出来島水門 Ｇ５０１

尻無川左岸8号鉄扉 Ｇ１１０ 木津川右岸8号鉄扉 Ｇ２１２ 旧猪名川水門 Ｇ５０２

尻無川左岸9号鉄扉 Ｇ１１１ 木津川左岸2号鉄扉 Ｇ２１３ 旧猪名川排水機場 Ｐ５０１

尻無川左岸10号鉄扉 Ｇ１１２ 木津川左岸3号鉄扉 Ｇ２１４ 番田水門 Ｇ５０３

尻無川左岸11号鉄扉 Ｇ１１３ 木津川左岸4号鉄扉 Ｇ２１５ 神崎川水質浄化施設 Ｃ００１

尻無川左岸12号鉄扉 Ｇ１１４ 木津川左岸6号鉄扉 Ｇ２１６ クボタ1号鉄扉 Ｇ５０４

尻無川左岸12-1号鉄扉 Ｇ１１５ 木津川左岸7号鉄扉 Ｇ２１７ クボタ2号鉄扉 Ｇ５０５

尻無川左岸13号鉄扉 Ｇ１１６ 木津川左岸9号鉄扉 Ｇ２１８ クボタ3号鉄扉 Ｇ５０６

尻無川左岸14号鉄扉 Ｇ１１７ 木津川左岸10号鉄扉 Ｇ２１９ 合同製鉄鉄扉 Ｇ５０７

尻無川左岸15号鉄扉 Ｇ１１８ 木津川左岸19号鉄扉 Ｇ２２０ 中山興業鉄扉 Ｇ５０８

尻無川左岸16号鉄扉 Ｇ１１９ 木津川左岸21号鉄扉 Ｇ２２１ 千北橋左岸鉄扉 Ｇ５０９

尻無川左岸17号鉄扉 Ｇ１２０ 木津川左岸22号鉄扉 Ｇ２２２ 千北橋右岸鉄扉 Ｇ５１０

尻無川左岸18号鉄扉 Ｇ１２１ 木津川左岸23号鉄扉 Ｇ２２３ 大和田船溜鉄扉 Ｇ５１１

尻無川左岸19号鉄扉 Ｇ１２２ 木津川左岸24号鉄扉 Ｇ２２４ 千船大橋左岸鉄扉 Ｇ５１２

一級河川旧淀川 10103 毛馬排水機場 Ｐ３０１ 木津川左岸25号鉄扉 Ｇ２２５ 千船大橋右岸鉄扉 Ｇ５１３

一級河川土佐堀川 10104 天神ポンプ所 Ｐ４０１ 木津川左岸28号鉄扉 Ｇ２２６ 神崎大橋左岸鉄扉 Ｇ５１４

木津川左岸29号鉄扉 Ｇ２２７ 神崎大橋右岸鉄扉 Ｇ５１５

木津川左岸30号鉄扉 Ｇ２２８ 左門橋左岸鉄扉 Ｇ５１６

木津川左岸33号鉄扉 Ｇ２２９ 阪急神戸線左岸鉄扉 Ｇ５１７

西大阪治水事務所 Ｚ００１ 阪急神戸線右岸鉄扉 Ｇ５１８

神崎川出張所 Ｚ００２
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）

施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード

一級河川寝屋川（調節池 10201 香里西調節池 Ｐ６０１ 寝屋川流域（治水緑地） 10203 寝屋川治水緑地 Ｇ７０１

大正川調節池 Ｐ６０２ 恩智川治水緑地 Ｇ７０２

志紀調節池 Ｐ６０３ 花園多目的遊水地 Ｇ７０３

布施駅前調節池 Ｐ６０４ 寝屋川流域（浄化施設） 10204 平野川浄化ポンプ場 Ｃ１０１

三ツ島調節池 Ｐ６０５ 御神田川浄化施設 Ｃ１０２

南郷調節池 Ｐ６０６ 音川浄化施設 Ｃ１０３

長瀬調節池 Ｐ６０７ 花園浄化施設 Ｃ１０４

御幸西調節池 Ｐ６０８ 寝屋川流域（その他） 10205 平野川分水路排水機場 Ｐ８０１

中鴻池調節池 Ｐ６０９ 寝屋川水系改修工営所 Ｚ１０１

一番町調節池 Ｐ６１０ 住道新橋止水用鉄扉 Ｇ８０１

萱島調節池 Ｐ６１１ 恩智川堰 Ｇ８０２

大久保調節池 Ｐ６１２ 樋門樋管 Ｇ８０３

東諸福調節池 Ｐ６１３ 深野北ポンプ場（一部） Ｐ９０１

平野川街路下調節池 Ｐ６１４

古川調節池 Ｐ６１５

加美調節池 Ｐ６１６

久宝寺調節池 Ｐ６１７

寝屋川流域（水門） 10202 長瀬川水門 Ｇ６０１

古川浄化水門 Ｇ６０２

古川水門 Ｇ６０３

城北寝屋川口水門 Ｇ６０４

城北大川口水門 Ｇ６０５
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施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード

泉州海岸 30001 堅川･緑川排水機場 Ｐ００１ 港湾局 30002 本庁舎 Ｚ２０１ 二色港 30005 貝塚地区 Ｇ４０１

新川排水機場 Ｐ００２ 堺泉北港 30003 堺1区 Ｇ２０１ 泉佐野港 30006 泉佐野地区 Ｇ４１１

八軒川排水機場 Ｐ００３ 堺2区 Ｇ２０２ 尾崎港 30007 尾崎地区 Ｇ４２１

北境川排水機場 Ｐ００４ 堺3区 Ｇ２０３ 淡輪港 30008 淡輪地区 Ｇ４３１

田尻川排水機場 Ｐ００５ 堺4区 Ｇ２０４ 深日港 30009 深日地区 Ｇ４４１

大里川排水機場 Ｐ００６ 堺5区 Ｇ２０５ 多奈川地区 Ｇ４５１

車屋川排水機場 Ｐ００７ 堺6区 Ｇ２０６ 泉州港 30010 北港地区 Ｇ４６１

新浜川排水機場 Ｐ００８ 堺7区 Ｇ２０７ 堺(出島）漁港 30011 堺(出島）漁港 Ｇ４７１

谷川港排水施設 Ｐ００９ 泉北1区 Ｇ２０８ 石津漁港 30012 石津漁港 Ｇ４８１

阪南3区排水施設 Ｐ０１０ 泉北2区 Ｇ２０９ 高石漁港 30013 高石漁港 Ｇ４９１

堺市 Ｇ００１ 泉北3区 Ｇ２１０ 岸和田漁港 30014 岸和田漁港 Ｇ５０１

高石市 Ｇ００２ 泉北4区 Ｇ２１１ 佐野漁港 30015 佐野漁港 Ｇ５１１

泉大津市 Ｇ００３ 泉北5区 Ｇ２１２ 田尻漁港 30016 田尻漁港 Ｇ５２１

忠岡町 Ｇ００４ 泉北6区 Ｇ２１３ 岡田漁港 30017 岡田漁港 Ｇ５３１

岸和田市 Ｇ００５ 泉北7区 Ｇ２１４ 西鳥取漁港 30018 西鳥取漁港 Ｇ５４１

貝塚市 Ｇ００６ 阪南港 30004 木材港地区 Ｇ３０１ 下荘漁港 30019 下荘漁港 Ｇ５５１

泉佐野市 Ｇ００７ 岸和田旧港地区 Ｇ３０２ 淡輪漁港 30020 淡輪漁港 Ｇ５６１

田尻町 Ｇ００８ 阪南1区 Ｇ３０３ 深日漁港 30021 深日漁港 Ｇ５７１

泉南市 Ｇ００９ 阪南2区 Ｇ３０４ 小島漁港 30022 小島漁港 Ｇ５８１

阪南市 Ｇ０１０ 阪南3区 Ｇ３０５

岬町 Ｇ０１１ 阪南4区 Ｇ３０６

阪南5区 Ｇ３０７

阪南6区 Ｇ３０８

阪南7区 Ｇ３０９
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施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード 施設大分類〔ｅ〕 コード 施設小分類〔 ｆ〕 コード

流域名 事業所 流域名 事業所 流域名 事業所

猪名川流域下水道 40001 原田処理場 Ｗ００１ 寝屋川北部流域下水道 40005 鴻池処理場 Ｗ３００ 大和川下流南部流域下水道 40007 狭山処理場 Ｗ４００

その他 Ｗ０９９ 菊水ポンプ場 Ｗ３０１ 錦郡中継ポンプ場 Ｗ４０１

安威川流域下水道 40002 中央処理場 Ｗ１００ 太平ポンプ場 Ｗ３０２ 長野中継ポンプ場 Ｗ４０２

岸部ポンプ場 Ｗ１０１ 氷野ポンプ場 Ｗ３０３ その他 Ｗ４１９

味舌ポンプ場 Ｗ１０２ 桑才ポンプ場 Ｗ３０４ 大和川下流西部流域下水道 40008 今池処理場 Ｗ４２０

穂積ポンプ場 Ｗ１０３ 茨田（古川）ポンプ場 Ｗ３０５ 今井戸川系ポンプ場 Ｗ４２１

摂津ポンプ場 Ｗ１０４ 茨田（中継）ポンプ場 Ｗ３０６ 今井戸系ポンプ場 Ｗ４２２

その他 Ｗ１９９ 深野北ポンプ場 Ｗ３０７ 西除系ポンプ場 Ｗ４２３

淀川右岸流域下水道 40003 高槻処理場 Ｗ２００ 枚方中継ポンプ場 Ｗ３０８ その他 Ｗ４３９

前島ポンプ場 Ｗ２０１ 寝屋川中継ポンプ場 Ｗ３０９ 大和川下流東部流域下水道 40009 大井処理場 Ｗ４４０

その他 Ｗ２１９ 萱島ポンプ場 Ｗ３１０ 川面中継ポンプ場 Ｗ４４１

淀川左岸流域下水道 40004 渚処理場 Ｗ２２０ 増補幹線設備 Ｗ３１１ 小吹台中継ポンプ場 Ｗ４４２

石津中継ポンプ場 Ｗ２２１ その他 Ｗ３４９ その他 Ｗ４９９

その他 Ｗ２９９ 寝屋川南部流域下水道 40006 川俣処理場 Ｗ３５０ 南大阪湾岸北部流域下水道 40010 北部処理場 Ｗ５００

小阪ポンプ場 Ｗ３５１ 和泉中継ポンプ場 Ｗ５０１

新家ポンプ場 Ｗ３５２ その他 Ｗ５１９

深野ポンプ場 Ｗ３５３ 南大阪湾岸中部流域下水道 40011 中部処理場 Ｗ５２０

長吉ポンプ場 Ｗ３５４ その他 Ｗ５３９

寺島ポンプ場 Ｗ３５５ 南大阪湾岸南部流域下水道 40012 南部処理場 Ｗ５４０

小阪合ポンプ場 Ｗ３５６ 淡輪中継ポンプ場 Ｗ５４１

川俣ポンプ場 Ｗ３５７ 深日中継ポンプ場 Ｗ５４２

新池島ポンプ場 Ｗ３５８ その他 Ｗ５４９

植付ポンプ場 Ｗ３５９

増補幹線設備 Ｗ３６０

その他 Ｗ３９９
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H17.4版

機器コード表（大阪府編）
～　下水設備　～

〔ｇ〕　設備大分類

〔ｈ〕　設備小分類

〔 ｊ〕　機器名（部位）

1



施設機器コードについて

詳細は国土交通省「工事完成図書の電子納品要領（案）機械設備工事編」付属資料３による。

このコード表は、上記要領に記載のない下水設備の機器コード〔g〕〔h〕〔ｊ〕を定めるものである。〔ｉ〕〔k〕については機場ごとに定めること。

　　　　　　　　　　　下水道施設の場合

　　国土交通省区分 国土交通省説明 形　　　　式 表現内容 下水機器台帳分類

施
設
コ
ー

ド

ａ 発注者の大分類 ＣＯＲＩＮＳの大区分 １桁半角数字 大阪府

ｂ 発注者の中分類 ＣＯＲＩＮＳの中区分 ２桁半角数字 下水道事務所

ｃ 発注者の小分類 ＣＯＲＩＮＳの小区分 ２桁半角数字 ○○流域下水道事務所

ｄ 発注者の細分類 ＣＯＲＩＮＳの細区分 ３桁半角数字

ｅ 施設大分類 ＴＥＣＲＩＳの業務対象水系・路線名 ５桁半角数字 ○○流域下水道 流域名

ｆ 施設小分類 水門・排水機場等施設の区分 １桁半角英字＋３桁半角数字 ○○処理場 事業所

機
器
コ
ー

ド

ｇ 設備大分類 非常用洪水吐設備、分流水門設備等の設備区分 ２桁半角英数字 沈砂池設備 大分類名

ｈ 設備小分類 主ゲート、制水ゲート等の水門扉の区分 ２桁半角数字 沈砂設備 中分類名

ｉ 設備区分番号 水門扉が複数ある場合に区分する数字 ２桁半角数字 系列 系列名

ｊ 機器名（部位） 扉体、戸当たり等の部位の区分 ２桁半角数字 自動除塵機 小分類名

ｋ 機器区分番号 同一機器等が複数ある場合に区分する数字 ２桁半角数字 号機 複数ある場合の号機分け

ｌ 詳細 ２桁半角数字 －

ｍ 詳細区分番号 ２桁半角数字 －

※ ａ～ｆ　までは施設コード、ｇ～ｍ　までは機器コードである。

※ 下水設備のｇ，ｈ，ｊについては次項以降のコード表を参照のこと。

※ ａ～ｋ　までは必須項目
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ド ド設備大分類〔ｇ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 設備大分類〔ｇ〕 コー 設備小分類〔ｈ〕 コード 設備大分類〔ｇ〕 コー 設備小分類〔ｈ〕 コード

大分類 中分類 大分類 中分類 大分類 中分類
沈砂池設備 ＷＡ スクリーンかす設備 ０１ 共通 ＷＦ 管廊設備 ０１ 汚泥処理電気設備 ＷＬ 高圧受変電設備 ０２

沈砂設備 ０２ 脱臭設備 ＷＧ 臭気ガス吸引設備 ０１ 自家発設備 ０３

ゲート設備 ０３ 吸着脱臭設備 ０２ 直流電源設備 ０４
ポンプ設備 ＷＢ 汚水ポンプ設備 ０１ 薬液洗浄式脱臭設備 ０３ 高圧動力盤設備 ０５

雨水ポンプ設備 ０２ 生物脱臭設備 ０４ 低圧動力盤設備 ０６
水処理設備 ＷＣ 最初沈殿池設備 ０１ オゾン脱臭設備 ０５ 計装設備 ０７

反応タンク設備 ０２ 直接燃焼脱臭設備 ０６ 中央監視制御設備 ０８

最終沈殿池設備 ０３ 増補幹線 ＷＨ 増補幹線設備 ０１ 通信設備 ０９

消毒設備 ０４ 沈砂池電気設備 ＷＩ 高圧受変電設備 ０２ 高度処理電気設備 ＷＭ 高圧受変電設備 ０２

用水設備 ０５ 自家発設備 ０３ 自家発設備 ０３
汚泥処理設備 ＷＤ 消化タンク設備 ０１ 直流電源設備 ０４ 直流電源設備 ０４

洗浄タンク設備 ０２ 高圧動力盤設備 ０５ 高圧動力盤設備 ０５

前処理設備 ０３ 低圧動力盤設備 ０６ 低圧動力盤設備 ０６

濃縮設備 ０４ 計装設備 ０７ 計装設備 ０７

薬注設備 ０５ 中央監視制御設備 ０８ 中央監視制御設備 ０８

熱処理設備 ０６ 通信設備 ０９ 通信設備 ０９

脱水設備 ０７ ポンプ電気設備 ＷＪ 高圧受変電設備 ０２ 脱臭電気設備 ＷＮ 高圧受変電設備 ０２

焼却炉設備 ０８ 自家発設備 ０３ 自家発設備 ０３

空気余熱設備 ０９ 直流電源設備 ０４ 直流電源設備 ０４

白煙防止設備 １０ 高圧動力盤設備 ０５ 高圧動力盤設備 ０５

集塵設備 １１ 低圧動力盤設備 ０６ 低圧動力盤設備 ０６

排煙設備 １２ 計装設備 ０７ 計装設備 ０７

燃料設備 １３ 中央監視制御設備 ０８ 中央監視制御設備 ０８

汚泥圧送設備 １４ 通信設備 ０９ 通信設備 ０９
高度処理設備 ＷＥ 凝集沈殿設備 ０１ 水処理電気設備 ＷＫ 高圧受変電設備 ０２ 増補幹線電気設備 ＷＯ 高圧受変電設備 ０２

溶存酸素回復設備 ０２ 自家発設備 ０３ 自家発設備 ０３

急速ろ過設備 ０３ 直流電源設備 ０４ 直流電源設備 ０４

活性炭設備 ０４ 高圧動力盤設備 ０５ 高圧動力盤設備 ０５

低圧動力盤設備 ０６ 低圧動力盤設備 ０６

計装設備 ０７ 計装設備 ０７

中央監視制御設備 ０８ 中央監視制御設備 ０８

通信設備 ０９ 通信設備 ０９
電気設備 ＷＰ 特高受変電設備 ０１

高圧受変電設備 ０２

自家発設備 ０３

直流電源設備 ０４

高圧動力盤設備 ０５

低圧動力盤設備 ０６
計装設備 ０７
中央監視制御設備 ０８
通信設備 ０９
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〔 ｈ
沈砂池設備　：　ＷＡ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔 コード機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
スクリーンかす設備 ０１ 自動除塵機 ０１ 沈砂設備 ０２ 破砕機 １３ ゲート設備 ０３ レリーフ弁 １８

ベルトコンベヤ ０２ 排水ポンプ １４ 消音器 １９
フライトコンベヤ ０３ ケースコンベヤ １５ ダンパー ２０
スキップホイスト ０４ 排気ファン １６ 油圧ユニット ２１
ホッパ ０５ ダンパー １７ 計器類 ２２
スクリーンかす洗浄機 ０６ 覆蓋 １８ その他弁類 ２３
トラフコンベヤ ０７ 電動天井クレーン １９ その他 ９９
電動ゲート ０８ 電動ホイスト ２０
油ポンプ ０９ 手動チェーンブロック ２１
スカム分離機 １０ 電動チェーンブロック ２２
潤滑油装置 １１ クレーン類 ２３
自動洗浄ストレーナ １２ 電動仕切弁 ２４
給水ポンプ １３ 電動蝶形弁 ２５
スクリーンかす脱水機 １４ 電動偏心構造弁 ２６
スクリーン １５ 弁類 ２７
破砕機 １６ ポンプ類 ２８
排水ポンプ １７ 排水タンク ２９
ダンパー １８ タンク類 ３０
覆蓋 １９ サイクロン ３１
ゲート類 ２０ 給水ユニット ３２
電動ホイスト ２１ スクリーン ３３
手動チェーンブロック ２２ 油圧装置 ３４
電動チェーンブロック ２３ 電動開閉器 ３５
クレーン類 ２４ 水位計 ３６
電動ダイヤフラム弁 ２５ ストレーナー ３７
ポンプ類 ２６ 電動弁 ３８
給水タンク ２７ 空気圧縮機 ３９
排水タンク ２８ 消音器 ４０
タンク類 ２９ ダンパー ４１
可搬式小型空気圧縮機 ３０ その他 ９９
スラッジ用スクレーパ ３１ ゲート設備 ０３ 手動ゲート ０１
油圧装置 ３２ 電動ゲート ０２
消音器 ３３ 油圧ゲート ０３
空気槽 ３４ 油ポンプ ０４
その他 ９９ 汚泥スクリーン ０５

沈砂設備 ０２ ベルトコンベヤ ０１ 排水ポンプ ０６
フライトコンベヤ ０２ ゲート類 ０７
スキップホイスト ０３ 電動ホイスト ０８
ホッパ ０４ 手動チェーンブロック ０９
沈砂掻揚機 ０５ 電動チェーンブロック １０
トラフコンベヤ ０６ 電動仕切弁 １１
沈砂洗浄機 ０７ 電動蝶形弁 １２
手動ゲート ０８ 可動堰 １３
電動ゲート ０９ スクリーン １４
油ポンプ １０ 油圧開閉装置 １５
自動洗浄ストレーナ １１ 電動開閉装置 １６
給水ポンプ １２ 手動開閉装置 １７
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ポンプ設備　：　ＷＢ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
汚水ポンプ設備 ０１ 手動ゲート ０１ 雨水ポンプ設備 ０２ 吐出弁 ０４ 雨水ポンプ設備 ０２ 冷却水ポンプ ５１

主ポンプ ０２ ディーゼル機関 ０５ 蓄電池盤 ５２
主電動機 ０３ ガスタービン電動機 ０６ 空気圧縮機 ５３
吐出弁 ０４ 歯車減速機 ０７ ダンパー ５４
ディーゼル機関 ０５ 流体継手 ０８ 油圧ユニット ５５
歯車減速機 ０６ 流体継手付歯車減速機 ０９ 始動空気槽 ５６
油ポンプ ０７ 油ポンプ １０ 制御装置 ５７
油タンク ０８ 油タンク １１ その他 ９９
生汚泥ポンプ ０９ 消音器 １２
逆止弁 １０ 逆止弁 １３
乾式フィルター １１ 熱交換器 １４
その他ポンプ類 １２ 給水ポンプ １５
給水ポンプ １３ 排水ポンプ １６
排水ポンプ １４ 給気ファン １７
給気ファン １５ 排気ファン １８
排気ファン １６ 手動天井クレーン １９
その他ゲート類 １７ 電動天井クレーン ２０
手動天井クレーン １８ 電動ホイスト ２１
電動天井クレーン １９ 手動チェーンブロック ２２
電動ホイスト ２０ 電動チェーンブロック ２３
手動チェーンブロック ２１ その他クレーン類 ２４
電動チェーンブロック ２２ 手動仕切弁 ２５
その他クレーン類 ２３ 電動仕切弁 ２６
手動仕切弁 ２４ 電動蝶形弁 ２７
電動仕切弁 ２５ 手動蝶形弁 ２８
手動蝶形弁 ２６ 空気用逆止弁 ２９
電動蝶形弁 ２７ その他弁類 ３０
電動偏心構造弁 ２８ その他ファン類 ３１
その他弁類 ２９ その他ポンプ類 ３２
その他ファン類 ３０ 給水タンク ３３
その他ポンプ類 ３１ その他タンク類 ３４
給水タンク ３２ 給水ユニット ３５
排水タンク ３３ 可搬式小型空気圧縮機 ３６
その他タンク類 ３４ 油冷却器 ３７
給水ユニット ３５ 冷却器 ３８
電動機 ３６ 消火器 ３９
開閉装置 ３７ 流量計 ４０
流量計 ３８ 開度計 ４１
水位計 ３９ 水位計 ４２
空気抜弁 ４０ 電磁弁 ４３
バタフライ弁 ４１ 電動弁 ４４
空気圧縮機 ４２ 保護継電器 ４５
消音器 ４３ その他盤類 ４６
その他 ９９ 原動機 ４７

雨水ポンプ設備 ０２ 手動ゲート ０１ 燃料ポンプ ４８
電動ゲート ０２ 燃料貯油槽 ４９
主ポンプ ０３ 燃料小出槽 ５０
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ｈ 〕
水処理設備　：　ＷＣ
設備小分類〔 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
最初沈殿池 ０１ 手動ゲート ０１ 反応タンク設備 ０２ 手動ゲート ０１ 反応タンク ０２ 除湿器 ４８ 最終沈殿池 ０３ 減速器 ４１
設備 電動ゲート ０２ 電動ゲート ０２ 設備 可搬式小型空気圧縮機 ４９ 設備 ストレーナ ４２

可動堰 ０３ 主電動機 ０３ 給油装置 ５０ 電磁弁 ４３
汚泥掻寄機 ０４ 油ポンプ ０４ 流量計 ５１ 調整弁 ４４
スカムスキマー ０５ 油タンク ０５ 電動弁 ５２ その他（構成機器共通） ４５
スカム分離機 ０６ ブロワ本体 ０６ 油圧ユニット ５３ 空気圧縮機 ４６
生汚泥ポンプ ０７ 逆止弁 ０７ その他 ９９ ダンパー ４７
逆止弁 ０８ 潤滑油装置 ０８ 最終沈殿池 ０３ 手動ゲート ０１ 空気槽 ４８
散気装置 ０９ 乾式フィルター ０９ 設備 電動ゲート ０２ 圧力計 ４９
吐出弁 １０ 湿式フィルター １０ 主電動機 ０３ その他 ９９
初沈汚泥ポンプ １１ 散気装置 １１ 汚泥掻寄機 ０４ 消毒設備 ０４ 手動ゲート ０１
テレスコピック装置 １２ 吐出弁 １２ スカムスキマー ０５ 電動ゲート ０２
その他ポンプ類 １３ 消泡ノズル １３ スカム分離機 ０６ 主ポンプ ０３
給水ポンプ １４ 水中攪拌機 １４ 逆止弁 ０７ 逆止弁 ０４
スカム移送ポンプ １５ 循環ポンプ １５ 消泡ノズル ０８ 消泡ノズル ０５
排水ポンプ １６ 給水ポンプ １６ 返送汚泥ポンプ ０９ 塩素注入装置 ０６
給気ファン １７ 排水ポンプ １７ 余剰汚泥ポンプ １０ 塩素ガス中和装置 ０７
脱臭ファン １８ 給気ファン １８ テレスコピック装置 １１ 次亜塩注入装置 ０８
攪拌機 １９ 排気ファン １９ マイクロストレーナ １２ 排水ポンプ ０９
排気ファン ２０ 薬品注入ポンプ ２０ 自動洗浄ストレーナ １３ 苛性ソーダ注入装置 １０
その他ファン類 ２１ 覆蓋 ２１ 給水ポンプ １４ 攪拌機 １１
覆蓋 ２２ ゲート類 ２２ スカム移送ポンプ １５ 排気ファン １２
その他ゲート類 ２３ 手動天井クレーン ２３ 排水ポンプ １６ 紫外線滅菌器 １３
電動ホイスト ２４ 電動天井クレーン ２４ 攪拌機 １７ 薬品注入ポンプ １４
手動チェーンブロック ２５ 電動ホイスト ２５ 薬品注入ポンプ １８ 電動ホイスト １５
電動チェーンブロック ２６ 手動チェーンブロック ２６ その他ゲート類 １９ 手動チェンブロック １６
手動仕切弁 ２７ 電動チェーンブロック ２７ 電動天井クレーン ２０ 電動蝶形弁 １７
電動仕切弁 ２８ 手動仕切弁 ２８ 電動ホイスト ２１ オゾン発生装置 １８
手動蝶形弁 ２９ 電動仕切弁 ２９ 手動チェンブロック ２２ オゾン反応タンク １９
電動蝶形弁 ３０ 手動蝶形弁 ３０ 手動仕切弁 ２３ 排オゾン処理装置 ２０
電動偏心構造弁 ３１ 電動蝶形弁 ３１ 電動仕切弁 ２４ 原料ガス供給装置 ２１
空気作動偏心構造弁 ３２ 油圧蝶形弁 ３２ 手動蝶形弁 ２５ 手動ダイアフラム弁 ２２
電動ダイヤフラム弁 ３３ その他弁類 ３３ 電動蝶形弁 ２６ 薬品循環ポンプ ２３
その他弁類 ３４ その他ポンプ類 ３４ 油圧蝶形弁 ２７ 薬品希釈ポンプ ２４
その他ポンプ類 ３５ 給水タンク ３５ 電動偏心構造弁 ２８ その他ポンプ類 ２５
除湿器 ３６ 薬品タンク ３６ 空気作動偏心構造弁 ２９ 給水タンク ２６
可搬式小型空気圧縮機 ３７ 塔類 ３７ その他弁類 ３０ 薬品タンク ２７
電動開閉機 ３８ 可動堰 ３８ 薬品移送ポンプ ３１ 薬品塔 ２８
減速機 ３９ 電動機 ３９ その他ポンプ類 ３２ 可動堰 ２９
玉形弁 ４０ 給水装置 ４０ 給水タンク ３３ 塩素気化器 ３０
工業計器盤 ４１ 温度計 ４１ 汚泥タンク ３４ 塩素ボンベ計重機 ３１
空気圧縮機 ４２ ヘッドタンク ４２ 薬品タンク ３５ 空気圧縮機 ３２
空気槽 ４３ 油圧ユニット ４３ その他タンク類 ３６ 油圧ユニット ３３
流量計 ４４ 空気槽 ４４ 可動堰 ３７ その他弁類 ３４
圧力計 ４５ 流量計 ４５ 除湿器 ３８ その他 ９９
その他弁類 ４６ 圧力計 ４６ 電動機 ３９
その他 ９９ 汚泥ポンプ ４７ チェーン ４０
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水処理設備　：　ＷＣ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈコード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
用水設備 ０５ 手動ゲート ０１

電動ゲート ０２
主ポンプ ０３
主電動機 ０４
手動天井クレーン ０５
ブロワ本体 ０６
逆止弁 ０７
散水機 ０８
マイクロストレーナ ０９
自動洗浄ストレーナ １０
砂ろ過機 １１
給水ポンプ １２
排水ポンプ １３
給気ファン １４
排気ファン １５
紫外線滅菌器 １６
薬品注入ポンプ １７
ゲート類 １８
電動ホイスト １９
手動チェンブロック ２０
手動仕切弁 ２１
電動仕切弁 ２２
手動蝶形弁 ２３
電動蝶形弁 ２４
その他弁類 ２５
その他ポンプ類 ２６
給水タンク ２７
薬品タンク ２８
給水ユニット ２９
電動開閉機 ３０
流量計 ３１
電磁弁 ３２
電動弁 ３３
減圧弁 ３４
ダイヤフラム弁 ３５
空気圧縮機 ３６
油圧ユニット ３７
流量計 ３８
その他 ９９
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ｈ

）

汚泥処理設備　：　ＷＤ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
消化タンク設備 ０１ 油ポンブ ０１ 前処理設備 ０３ 手動ゲート ０５ 濃縮設備 ０４ テレスコピック装置 １１ 濃縮設備 ０４ 空気槽 ５８

油タンク ０２ 主ポンプ ０６ その他ポンプ類 １２ 圧力計 ５９
テレスコピック装置 ０３ 汚泥掻寄機 ０７ 給水ポンプ １３ その他 ９９
センタードーム（タンク本体 ０４ 水中攪拌機 ０８ スクリーンかす脱水機 １４ 薬注設備 ０５ フライトコンベア ０１
ガス攪拌装置 ０５ 返送汚泥ポンプ ０９ 汚泥かき取り機 １５ ホッパ ０２
脱硫器 ０６ 余剰汚泥ポンプ １０ 汚泥スクリーン １６ 消石灰注入装置 ０３
ガス貯留フォルダ ０７ 給水ポンプ １１ 遠心濃縮機 １７ 塩鉄注入装置 ０４
蒸気ボイラー ０８ スクリューコンベア １２ 消石灰注入装置 １８ 高分子注入装置 ０５
余剰ガス燃焼装置 ０９ 汚泥スクリーン １３ 汚泥ポンプ １９ 汚泥ポンプ ０６
熱交換機 １０ 汚泥ポンプ １４ 破砕機 ２０ 排水ポンプ ０７
給水ポンプ １１ 破砕機 １５ 排水ポンプ ２１ 定量供給機 ０８
汚泥ポンプ １２ 排水ポンプ １６ 定量供給機 ２２ 薬品注入ポンプ ０９
補助燃焼装置 １３ 遠心脱水機 １７ 攪拌機 ２３ 電動ホイスト １０
給気ファン １４ 定量フィーダ １８ 排気ファン ２４ その他弁類 １１
攪拌機 １５ 給気ファン １９ 薬品注入ポンプ ２５ その他ファン類 １２
排気ファン １６ 排気ファン ２０ 覆蓋 ２６ 薬品供給ポンプ １３
ダンパー １７ その他ゲート類 ２１ 手動天井クレーン ２７ 薬品移送ポンプ １４
手動チェンブロック １８ 電動天井クレーン ２２ 電動天井クレーン ２８ その他ポンプ類 １５
電動仕切弁 １９ 電動仕切弁 ２３ 手動チェンブロック ２９ 汚泥タンク １６
空気作動蝶形弁 ２０ 電動偏心構造弁 ２４ 電動チェンブロック ３０ 薬品タンク １７
空気作動偏心構造弁 ２１ その他弁類 ２５ 電動ホイスト ３１ その他タンク類 １８
空気作動ダイアフラム弁 ２２ 薬品供給ポンプ ２６ 手動仕切弁 ３２ 除湿器 １９
その他弁類 ２３ 薬品移送ポンプ ２７ 電動仕切弁 ３３ 空気圧縮機 ２０
その他ファン類 ２４ その他ポンプ類 ２８ 空気作動仕切弁 ３４ その他 ９９
その他ポンプ類 ２５ 薬品タンク ２９ 電動偏心構造弁 ３５ 熱処理設備 ０６ 汚泥掻寄機 ０１
その他タンク類 ２６ 排水タンク ３０ 空気作動ダイヤフラム弁 ３６ 生汚泥ポンプ ０２
その他塔類 ２７ その他タンク類 ３１ その他弁類 ３７ 乾式フィルタ ０３
給水ユニット ２８ サイクロン ３２ その他ポンプ類 ３８ 蒸気ボイラ ０４
圧力スイッチ ２９ 冷却器 ３３ 給水タンク ３９ 熱交換器 ０５
減圧弁 ３０ スクリーン ３４ 汚泥タンク ４０ 給水ポンプ ０６
燃料タンク ３１ 減速機 ３５ 薬品タンク ４１ 反応器 ０７
空気圧縮機 ３２ 電磁弁 ３６ その他タンク類 ４２ 汚泥ポンプ ０８
流量計 ３３ 電動弁 ３７ その他塔類 ４３ 破砕機 ０９
その他 ９９ バタフライ弁 ３８ 可動堰 ４４ 熱濃掻寄機 １０

洗浄タンク設備 ０２ 手動ゲート ０１ 濃度計 ３９ 給水ユニット ４５ 空気予熱機 １１
汚泥掻寄機 ０２ 油圧ユニット ４０ 除湿器 ４６ 給気ファン １２
マイクロストレーナ ０３ その他 ９９ 検出器 ４７ 攪拌機 １３
給水ポンプ ０４ 濃縮設備 ０４ 自動除塵機 ０１ スクリーン ４８ 排気ファン １４
汚泥ポンプ ０５ ベルトコンベア ０２ 流量計 ４９ 電動天井クレーン １５
攪拌機 ０６ ホッパ ０３ 液面計 ５０ 電動ホイスト １６
ポンプ類 ０７ 手動ゲート ０４ 減速機 ５１ その他弁類 １７
減速機 ０８ 汚泥掻寄機 ０５ 電動弁 ５２ その他ポンプ類 １８
その他 ９９ スカム分離機 ０６ 濃度計 ５３ 汚泥タンク １９

前処理設備 ０３ 自動除塵機 ０１ 生汚泥ポンプ ０７ 汚泥濃度計 ５４ 薬品タンク ２０
ベルトコンベア ０２ ブロワ本体 ０８ 空気圧縮機 ５５ その他タンク類 ２１
フライトコンベア ０３ 逆止弁 ０９ ダンパー ５６ 現場操作盤 ２２
ホッパ ０４ 余剰汚泥ポンプ １０ 油圧ユニット ５７ 空気圧縮機 ２３
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機

汚泥処理設備　：　ＷＤ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈコード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
熱処理設備 ０６ 空気槽 ２４ 脱水設備 ０７ その他塔類 ４６ 焼却炉設備 ０８ 煙突 ３３ 白煙防止設備 １０ 白煙防止予熱機 ０１

その他 ９９ 給水ユニット ４７ 苛性ソーダ注入装置 ３４ 白煙防止ブロア ０２
脱水設備 ０７ ベルトコンベア ０１ 除湿器 ４８ 排気ファン ３５ その他ファン類 ０３

フライトコンベア ０２ 可搬式小型空気圧縮機 ４９ 薬品注入ポンプ ３６ 可動堰 ０４
ホッパ ０３ 流量計 ５０ 電動天井クレーン ３７ その他 ９９
手動天井クレーン ０４ 水位計 ５１ スクラバー ３８ 集塵設備 １１ ベルトコンベア ０１
電動天井クレーン ０５ フィルター ５２ 電動ホイスト ３９ フライトコンベア ０２
電動ホイスト ０６ 汚泥濃度計 ５３ 空気作動ダイヤフラム弁 ４０ ホッパ ０３
手動ホイスト ０７ 汚泥界面計 ５４ その他弁類 ４１ 乾式フィルター ０４
空気圧縮機 ０８ 空気圧縮機 ５５ その他ファン類 ４２ スクリュウコンベア ０５
生汚泥ポンプ ０９ 消音器 ５６ 薬品供給ポンプ ４３ ケースコンベア ０６
その他ポンプ類 １０ 油圧ユニット ５７ 薬品移送ポンプ ４４ その他ファン類 ０７
砂ろ過機 １１ 空気槽 ５８ 薬品循環ポンプ ４５ サイクロン ０８
給水ポンプ １２ 流量計 ５９ その他ポンプ類 ４６ サイクロン搬出機 ０９
汚泥スクリーン １３ その他 ９９ 給水タンク ４７ 加湿器 １０
塩鉄注入装置 １４ 焼却炉設備 ０８ 自動除塵機 ０１ 薬品タンク ４８ その他 ９９
汚泥ポンプ １５ ベルトコンベア ０２ その他タンク類 ４９ 排煙設備 １２ 自動除塵機 ０１
真空ろ過機 １６ フライトコンベア ０３ 脱臭塔 ５０ 主ポンプ ０２
排水ポンプ １７ ホッパ ０４ その他塔類 ５１ ブロア本体 ０３
高分子注入装置 １８ トラフコンベア ０５ 流動ブロア ５２ 熱交換器 ０４
加圧脱水機 １９ 油ポンプ ０６ 昇圧ブロア ５３ 給水ポンプ ０５
遠心脱水機 ２０ 油タンク ０７ 汚泥溶融炉 ５４ 反応器 ０６
ベルトプレス脱水機 ２１ スカム分離機 ０８ 給水ユニット ５５ 補助燃焼装置 ０７
スクリュープレス脱水機 ２２ ブロア本体 ０９ 除湿機 ５６ 排煙処理塔 ０８
定量フィーダ ２３ 乾式フィルター １０ 加湿器 ５７ 煙突 ０９
給気ファン ２４ 次亜塩注入装置 １１ 液面計 ５８ 苛性ソーダ注入装置 １０
ケースコンベア ２５ 自動洗浄ストレーナー １２ フロースイッチ ５９ その他ファン類 １１
定量供給機 ２６ 脱硫器 １３ 圧力スイッチ ６０ 薬品供給ポンプ １２
乾燥機 ２７ 蒸気ボイラー １４ 電磁弁 ６１ 薬品循環ポンプ １３
攪拌機 ２８ 熱交換器 １５ 電動弁 ６２ その他ポンプ類 １４
排気ファン ２９ 給水ポンプ １６ 玉形弁 ６３ 薬品タンク １５
薬品注入ポンプ ３０ スクリュウコンベア １７ 減圧弁 ６４ その他タンク類 １６
電動天井クレーン ３１ 破砕機 １８ 遮断弁 ６５ その他塔類 １７
電動ホイスト ３２ 排水ポンプ １９ 濃度計 ６６ サイクロン １８
手動チェーンブロック ３３ 定量フィーダ ２０ 燃料ポンプ ６７ 湿式電気集塵機 １９
電動チェーンブロック ３４ 空気予熱機 ２１ 減圧水槽 ６８ 流量計 ２０
電動仕切弁 ３５ 流動床焼却炉 ２２ 空気圧縮機 ６９ 濃度計 ２１
電動偏心構造弁 ３６ 多段式焼却炉 ２３ 消音器 ７０ ダンパー ２２
その他ファン類 ３７ 回転式乾燥焼却炉 ２４ ダンパー ７１ ベルトコンベア ２３
薬品供給ポンプ ３８ 補助燃焼装置 ２５ 油圧ユニット ７２ 排気ファン ２４
薬品移送ポンプ ３９ ケーキ投入機 ２６ 空気槽 ７３ 空気用蝶形弁 ２５
薬品循環ポンプ ４０ バグフィルター ２７ 汚泥ポンプ ７４ 乾式電気集塵機 ２６
その他ポンプ類 ４１ 排煙処理塔 ２８ その他 ９９ 流動ブロア ２７
給水タンク ４２ 給気ファン ２９ 空気余熱設備 ０９ 熱交換器 ０１ 可搬式小型空気圧縮 ２８
汚泥タンク ４３ ケースコンベア ３０ 空気予熱機 ０２ 濃度計 ２９
薬品タンク ４４ 振動機 ３１ 給気ファン ０３ その他 ９９
その他タンク類 ４５ 定量供給機 ３２ その他 ９９
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〕
汚泥処理設備　：　ＷＤ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈコード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類 コード 機器名（部位） コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
燃料設備 １３ 油圧ゲート ０１

油ポンプ ０２
油タンク ０３
燃料ポンプ ０４
燃料タンク ０５
その他 ９９

汚泥圧送設備 １４ 汚泥ポンプ ０１
攪拌機 ０２
その他 ９９
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〕
高度処理設備　：　ＷＥ 共通　：　ＷＦ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈコード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ コード機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
凝集沈殿設備 ０１ 汚泥かき寄せ機 ０１ 管廊設備 ０１ 散水機 ０２

汚泥ポンプ ０２ 蒸気ボイラー ０３
攪拌機 ０３ 給水ポンプ ０４
ゲート類 ０４ スクリーンかす脱水機 ０５
減速機 ０５ 破砕機 ０６
薬品タンク ０６ 排水ポンプ ０７
薬品注入ポンプ ０７ 給気ファン ０８
その他 ９９ 排気ファン ０９

溶存酸素回復設備 ０２ 散気装置 ０１ 電動ホイスト １０
その他 ９９ その他クレーン類 １１

急速ろ過設備 ０３ トラフコンベア ０１ 手動仕切弁 １２
手動ゲート ０２ 手動蝶形弁 １３
電動ゲート ０３ 手動ダイヤフラム弁 １４
主ポンプ ０４ その他ファン類 １５
ブロア本体 ０５ その他ポンプ類 １６
逆止弁 ０６ 給水タンク １７
自動洗浄ストレーナ ０７ その他塔類 １８
砂ろ過機（鋼製） ０８ 警報器 １９
給水ポンプ ０９ 電動開閉機 ２０
排水ポンプ １０ 重量計 ２１
砂ろ過装置（三次処理用） １１ 温度計 ２２
繊維ろ過装置 １２ ガスフィルター ２３
薬品注入ポンプ １３ エアチャンバー ２４
その他ゲート類 １３ その他盤類 ２５
手動天井クレーン １４ 指示計器類 ２６
手動チェーンブロック １５ プリンタ ２７
手動仕切弁 １６ 消音器 ２８
電動仕切弁 １７ その他弁類 ２９
手動蝶形弁 １８ その他 ９９
電動蝶形弁 １９
空気作動蝶形弁 ２０
空気用蝶形弁 ２１
その他ポンプ類 ２２
給水タンク ２３
薬品タンク ２４
可動堰 ２５
流動ブロア ２６
除湿器 ２７
空気圧縮機 ２８
消音器 ２９
油圧ユニット ３０
その他 ９９

活性炭設備 ０４ 活性炭吸着等（三次処理用） ０１
再生炉（三次処理用） ０２
その他ポンプ類 ０３
その他 ９９

管廊設備 ０１ 逆止弁 ０１
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脱臭設備　：　ＷＧ 増補幹線　：　ＷＨ
設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
臭気ガス吸引設備 ０１ 給気ファン ０１ 生物脱臭設備 ０４ 給水ポンプ ０１ 増補幹線設備 ０１ 水中ポンプ ０１

脱臭ファン ０２ 脱臭ファン ０２ 弁類 ０２
排気ファン ０３ 生物脱臭装置 ０３ スクリーン ０３
吸着脱臭装置 ０４ 覆蓋 ０４ ゲート ０４
防音カバー ０５ 手動チェーンブロック ０５ 可動堰（電動） ０５
ミストセパレーター ０６ 弁類 ０６ 脱臭設備 ０６
エアチャンバー ０７ ミストセパレーター ０７ 軸流ファン ０７
風量計（風向風速） ０８ ガスフィルター ０８ 有圧換気扇 ０８
空気圧縮機 ０９ その他 ９９ 水位計 ０９
その他 ９９ オゾン脱臭設備 ０５ 給水ポンプ ０１ その他 ９９

吸着脱臭設備 ０２ 脱臭ファン ０１ 脱臭ファン ０２
吸着脱臭装置 ０２ 薬品注入ポンプ ０３
覆蓋 ０３ オゾン及び薬液洗浄脱臭装置 ０４
手動チェーンブロック ０４ 薬品循環ポンプ ０５
脱臭塔 ０５ 給水タンク ０６
塔類 ０６ 薬品タンク ０７
ミストセパレーター ０７ 脱臭塔 ０８
活性炭フィルター ０８ 給水ユニット ０９
濃度計 ０９ ミストセパレーター １０
弁類 １０ 濃度計 １１
その他 ９９ 空気圧縮機 １２

その他 ９９
薬液洗浄式 ０３ 手動天井クレーン ０１ 直接燃焼脱臭設備 ０６ 余剰ガス燃焼装置 ０１
　　　脱臭装置 脱臭ファン ０３ エアチャンバー ０２

攪拌機 ０４ ダンパー ０３
薬品注入ポンプ ０５ 流量計 ０４
手動チェーンブロック ０６ 圧力計 ０５
その他ファン類 ０７ その他 ９９
薬品供給ポンプ ０８
薬品循環ポンプ ０９
その他ポンプ類 １０
薬品タンク １１
その他タンク類 １２
薬品塔 １３
脱臭塔 １４
その他塔類 １５
ＰＨ計 １６
ミストセパレーター １７
電動弁 １８
その他弁類 １９
濃度計 ２０
残留塩素計 ２１
空気圧縮機 ２２
流量計 ２３
圧力計 ２４
その他 ９９
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ｈ ド
電気設備　：　ＷＩ　～　ＷＰ
設備小分類〔 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類 コード 機器名（部位） コード 設備小分類 コー 機器名（部位） コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
特高受変電 ０１ 検電器 ０１ 高圧受変電設備 ０２ 変圧器 ０１ 自家発設備 ０３ ダミー切換盤 ２４ 低圧動力盤 ０６ 工業計器盤 １２
設備 断路器 ０２ 接地開閉器 ０２ 燃料ポンプ ２５ 設備 監視盤 １３

遮断器 ０３ 保護継電器盤 ０３ 燃料タンク ２６ 回転数制御装置 １４
変流器 ０４ その他盤類 ０４ 発電機盤 ２７ 端子盤（中継・接地等） １５
避雷器 ０５ 変圧器盤 ０５ 冷却水ポンプ ２８ 動力制御盤 １６
変圧器 ０６ コンデンサ盤 ０６ 減圧水槽 ２９ 表示灯類 １７
接地開閉器 ０７ 変流器盤 ０７ 蓄電池盤 ３０ その他 ９９
計器用変圧器 ０８ 計器用変圧器盤 ０８ 遮断器盤 ３１ 計装設備 ０７ 空気圧縮機 ０１
保護継電器 ０９ ＭＯＦ盤 ０９ コントロールセンター ３２ 給水ポンプ ０２
保護継電器盤 １０ 発電機盤 １０ 補助継電器盤 ３３ 検出器 ０３
避雷器盤 １１ 蓄電池盤 １１ 現場操作盤 ３４ 発信器 ０４
その他盤類 １２ 高圧コンビネーションスタータ盤 １２ 監視盤 ３５ 制御盤 ０５
変圧器盤 １３ 遮断器盤 １３ 中央計器盤 ３６ 重量計 ０６
コンデンサ盤 １４ シーケンサー盤 １４ 温度計 ３７ 流量計 ０７
計器用変圧器盤 １５ 低圧主幹盤 １５ 工業テレビ ３８ 圧力計 ０８
ＭＯＦ盤 １６ 現場操作盤 １６ 動力制御盤 ３９ 液面計 ０９
蓄電池盤 １７ 監視盤 １７ 弁類 ４０ 開度計 １０
充電器盤 １８ 端子盤（中継・接地等） １８ その他 ９９ 温度計 １１
遮断器盤 １９ 分電盤（制御電源分岐盤等） １９ 直流電源設備 ０４ その他盤類 ０１ 水位計 １２
マイクロコントローラー盤 ２０ 動力制御盤 ２０ 蓄電池盤 ０２ ＰＨ計 １３
情報伝送装置 ２１ 高圧負荷開閉器 ２１ 充電器盤 ０３ ミストセパレーター １４
現場操作盤 ２２ 制御盤 ２２ インバータ盤 ０４ 濃度計 １５
工業計器盤 ２３ その他 ９９ コントロールセンター ０５ 避雷器 １６
監視盤 ２４ 自家発設備 ０３ ディーゼル機関 ０１ 現場操作盤 ０６ その他盤類 １７
端子盤（中継・接地等） ２５ ガスタービン機関 ０２ 中継箱・電源箱 ０７ 充電器盤 １８
分電盤（制御電源分岐盤等） ２６ 空気圧縮機 ０２ その他 ９９ コントロールセンター １９
その他 ９９ 油ポンプ ０３ 高圧動力盤設備 ０５ 変圧器 ０１ 現場操作盤 ２０

油タンク ０４ 保護継電器盤 ０２ 工業計器盤 ２１
消音器 ０５ その他盤類 ０３ 中央計器盤 ２２
給気ファン ０６ 変圧器盤 ０４ ＤＯ計 ２３
排気ファン ０７ コンデンサ盤 ０５ 汚泥濃度計 ２４
手動チェーンブロック ０８ 遮断器盤 ０６ 雨量計 ２５
電動チェーンブロック ０９ 補助継電器盤 ０７ ＭＬＳＳ計 ２６
その他ポンプ類 １０ 回転数制御装置 ０８ 汚泥界面計 ２７
給水タンク １１ 動力制御盤 ０９ 風量計（風向風速） ２８
その他塔類 １２ その他 ９９ 温度計 ２９
空気槽 １３ 低圧動力盤設備 ０６ 制御盤 ０１ 気圧計 ３０
制御盤 １４ その他盤類 ０２ 降雨強度計 ３１
冷却器 １５ 変圧器盤 ０３ ＯＲＰ（酸化還元電位）計 ３２
流量計 １６ 遮断器盤 ０４ 導電率計 ３３
水位計 １７ シーケンサー盤 ０５ 濁度計 ３４
その他盤類 １８ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ盤 ０６ 残留塩素計 ３５
発電機 １９ 情報伝送装置 ０７ ＵＶ計 ３６
原動機 ２０ コントロールセンター ０８ ＣＯＤ計 ３７
同期盤 ２１ 補助継電器盤 ０９ ＴＯＣ（全有機炭素量）計 ３８
自動始動盤 ２２ 低圧主幹盤 １０ 中央監視盤 ３９
ダミーロード ２３ 現場操作盤 １１ 端子盤（中継・接地等） ４０

※設備大分類　沈砂池電気設備以降については設備小分類が共通であるため
共通のコード表とした。 13



ド設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コー 機器名（部位）〔ｊ〕 コード 設備小分類〔ｈ〕 コード 機器名（部位）〔ｊ〕 コード
中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類 中分類 小分類
計装設備 ０７ ＳＳ濃度計 ４１

回転数計 ４２
その他計器類 ４３
指示計器類 ４４
スイッチ類 ４５
マイクロコントローラー ４６
変換器 ４７
記録計 ４８
積算計 ４９
指示調節計 ５０
警報設定器 ５１
加減剰余算器 ５２
アイソレータ ５３
中継箱・電源箱 ５４
制御電源ユニット ５５
空気圧縮機 ５６
ＴＮ計 ５７
ＴＰ計 ５８
ＴＮ－ＴＰ計 ５９
その他 ９９

中央監視制御設備 ０８ 中央計器盤 ０１
中央監視盤 ０２
中央処理装置 ０３
ＣＲＴ装置 ０４
遠方監視制御装置 ０５
工業テレビ ０６
端子盤（中継・接地等） ０７
記録計 ０８
テレビカメラ ０９
その他 ９９

通信設備 ０９ その他盤類 ０１
情報伝送装置 ０２
監視盤 ０３
中央処理装置 ０４
ＣＲＴ装置 ０５
遠方監視制御装置 ０６
工業テレビ ０７
端子盤（中継・接地等） ０８
受像器 ０９
その他 ９９
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